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1：50,000 地質図幅 

説 明 書 （昭和35年稿） 

 

 

青 谷 ・ 倉 吉 
（ 岡 山 － 第 1 0号 ・ 第 2 0号 ） 

 

 

倉吉図幅および青谷図幅の調査は，昭和32年から昭和33年にかけて行なわ 

れた。青谷図幅は地域が狭少であるため，その説明は 宜上倉吉図幅と一括して 

本書に述べる。調査および説明書の作成に当たっては，大沢は新第三系を，村山 

はその他の花崗岩類などをおもに対象とした。この調査に先立って当所太田良平 

技官により，西接する赤碕図幅・大山図幅・湯本図幅の調査が始められており， 

また当所山田直利技官により南接の奥津図幅（南半部は久世図幅（1/75,000）と 

して既刊されている）の調査が，本図幅調査と平行して行なわれた。なお，東接 

する鳥取北部図幅および鳥取南部図幅の調査も引き続いて実施された。 

調査に際しては，鳥取県地下資源開発局・岡山大学温泉研究所・原子燃料公社 

本社および同倉吉出張所ならびに同人形峠出張所の関係者各位からは，いろいろ 

な面で御協力を得，地質説明書作成に当たっては，文中に記してあるように貴重 

な資料を戴いた。なお，北海道大学助教授井敏雅および当所尾上亨技官には新 

第三紀石鑑定を，当所太田良平技官には大山火山噴出物について，また当所石 

原舜三技官には非堆積型ウラン鉱床などについての記述を煩らわした。 

 

 

Ⅰ. 地   形 

 

倉吉図幅・青谷図幅に含まれる地域は，鳥取県中央部に位置している。この地域は 

中国地方の東半部でも，脊梁部が日本海岸にもっとも接近しているところで，倉吉図 

幅地域の南東部には脊梁山脈が走って鳥取県と岡山県の県境を形成し，一方同図幅地 

域北西部から青谷図幅地域南端部にかけては，日本海海岸線がほゞ東西に近い線を画 

していて，脊梁部と海岸との距離は南北20k mくらいに過ぎない。 
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図幅地域註1)のほゞ中央部を縦断して竹田川が北流し，北東流して来る小鴨川と倉 

吉市北方で合流している（全体を総称して天神川という)。小鴨川以西は大山火山噴 

出物の分布地域で，大山火山の裾野に相当し，図幅地域西方に存在する大山火山主体 

に向かい漸次高度を増す丘陵地を形成している。小鴨川以東，竹田川を越えて，図幅 

地域東半部のほゞ中央部までの地域は，花崗岩類の分布地域であり，またこれより以 

東は，脊梁部を含めて，火山岩類からなる新第三系が花崗岩類を覆っていて高度も 

高い。河川もこれに従って，その南半部では火山岩地域から発して西流し（三徳川・ 

小鹿川・賀茂川)，花崗岩地域を経てすべて三徳川に合し，三朝温泉町西方で竹田川 

に合流し，一方北半部では，火山岩地域を北流して（勝部川）日本海に注いでいる。 

これらの各河川のうち，竹田川は花崗岩地域内をほゞ直線状に北流し，上流部の西 

岸には瘤状の高地が河流にって並び，またその南方延長部には南接する奥津図幅地 

域内で断層の存在が認められており，竹田川の上流部は往時の断層にって発達した 

河川である可能性が強い。また，小鴨川は大山火山噴出物と花崗岩類とを境してお 

り，これにう地帯および北東－南西の方向に関連したように考えられる花崗岩類の 

諸性質から，現在は冲積層の堆積で不分明であるが，小鴨川にう地帯が往時なんら 

かの構造帯であったことを推測させる。 

次に，中国地方脊梁部には準平原面の残存していることが知られているが，南隣す 

る奥津図幅地域内には，これに相当する平坦面の存在が，花崗岩地域で相当明瞭に認 

められている。倉吉図幅地域内では，この平坦面に相当するものとして，奥津図幅地 

域から連続しているものが花崗岩地域の中南部に見られ，高度は約500mである。 

しかし，この地域より北方の花崗岩地域には，稜線部あるいは山脚部にしばしばやゝ 

広い平坦面が認められるが，開析が進んでいるために，準平原面の残存面に相当する 

ものか否かは分からない。花崗岩類は粗粒～中粒黒雲母花崗岩がほとんど大部分を占 

めていて，風化に対して非常に弱い性質を有するので，稜線部や山脚部は円みを帯び 

た形状を示し，徐々に北方に向かい高度を下げ全体としてなだらかな地形を形成して 

いる。 

一方，図幅地域東半部の新第三系はほとんど大部分が火山岩類からなり，開析の進 

 

註１）以下単に図幅地域と記す場合は倉吉図幅地域と青谷図幅地域との両者を合した地域を指すものとする。 
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んだ火山地形を示している。南半部には火山岩類の下位に相当する火山砕屑岩類が広 

く分布しているが，河川はこの軟質の火山砕屑岩類を下刻してさらに基盤の花崗岩類 

をも刻み，小鹿川では小鹿渓と称される渓谷を形成している。しかし脊梁部や三徳山 

などには，安山岩あるいは石英安山岩熔岩が残存していて，高度も900～1,000mに 

達する。これに対して，北半部の火山岩類は火山砕屑岩類がほとんどなく，安山岩あ 

るいは玄武岩熔岩を主とするもので，海岸地域に向かい緩やかに高度を下げる熔岩台 

地地形を形成している。したがって河川も，その下刻作用が基盤の花崗岩に達してい 

る場合でもその程度は弱く，緩やかな傾斜で北流している。この熔岩台地は海岸まで 

延びて，その末端部は侵を受け，急崖を形成して海に臨む。 

冲積堆積物は，小鴨川およびこれとほゞ並走する支流の国府川流域に多く，これは 

小鴨川と竹田川との合流点付近から北部にかけて連続している。また東郷池付近にも 

広い冲積堆積原が認められる。これらの地域に冲積堆積物の多い第一の理由は，後脊 

地が粗粒～中粒花崗岩および凝灰角礫岩などの侵されやすい岩石から構成されてい 

るからであろう（図版１)。 

 

 

 

 

 

 

図版１ 倉吉市東方から大山火山の据野地形および広い沖積層堆積地域を望む 

図幅地域西半部の海岸地域には砂丘の形成が認められる。この海岸砂丘は北条砂丘 

と名付けられており，海岸線に直交する砂丘列によって特徴づけられているが，これ 

は往時海岸線にやゝ斜交して発達した砂丘列の内陸部端に相当するものであろうと考 

えられている22）。この北条砂丘の東部に存在する東郷池は，天神川による砂礫などの 

堆積物質の運搬および砂丘の発達にその成因が関連するものであるが，潟湖に相当す 

るものであるか，あるいは陸水の堰止によるものであるかは不明である。 

図幅地域には段丘の発達が悪く，わずかに河岸段丘が点在しているだけであり，海 
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岸段丘の存在はまったく認められない。 

 

Ⅱ. 地   質 

 

Ⅱ.１ 概  説 

倉吉図幅・青谷図幅地域内の地質は，おもに中生代火山岩類，中生代迸入岩類，新 

第三系および図幅地域の西方に位置する大山火山に由来する火山砕屑岩類から構成さ 

れている。 

上記の諸岩類のほかに，図幅中南端部に余川花崗閃緑玢岩（時代未詳）として表現 

した中粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩～花崗閃緑玢岩がある。岩体の主部は，南接する奥 

津図幅地域内にあり，本図幅地域にはその北端部が認められるわけであるが，全体と 

してもきわめて小さな岩体である。この岩体は，圧砕作用を受けていること，中生代 

迸入岩類の影響を受けていること，近接する中生代火山岩類中に礫として存在するこ 

となどから，その迸入時期は不明ではあるが，図幅地域内ではもっとも古期に属する 

ものであると考えられる。 

中生代火山岩類は，上述の時代未詳の花崗岩類についで古期の岩石で，倉吉図幅地 

域の南東部と倉吉市市街付近との２地域に分かれて分布している。安山岩・石英安 

山岩・流岩およびこれらの火山砕屑岩類を主とする火山岩類で，花崗岩類を主体と 

する中生代迸入岩類に貫かれ，その接触変成作用などの影響を受けている。現在の資 

料では，これと性質を同じくするものが，南部や西部では奥津図幅・久世図幅（1/ 

75,000)・湯本図幅地域の脊梁部に分布し，さらに東部では，脊梁部の各所に分布す 

る一方，鳥取南部図幅地域内を経て，鳥取北部図幅地域内の日本海岸地域まで達して 

いる。ちなみに久世図幅では，これらの岩石は中生代噴出岩（玢岩・玢岩質角礫岩お 

よび凝灰岩・白色凝灰岩）として一括してあるものに相当すると考えられ，今後の調 

査で，上記以外の地域におけるさらに広い分布が知られる可能性がある註2)。 

 

註２）西中国および北九州地方に模式的に発達する関門層群上部の下関亜層群（狭義の硯石統)8）19）21）も，大 

量の安山岩質の火山噴出物によって特徴づけられている。本地域の安山岩類が，かりにこれと対比され 

るものとすれば，その時代も新白堊紀前期と考えられる。しかし，この点はさらに検討を要するもので 

あろう。 
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倉吉図幅地域南東部に分布する中生代火山岩類は，近接地域の脊梁部にみられる同 

質岩の一部と思われるが，倉吉市市街付近のものは，その分布地域が脊梁地域を離れ 

ている点で注目される。しかし，注意してみると，この地域のものは，一般に中生代 

火山岩類と密接な関係がある中生代迸入岩類のうちの，第１期迸入岩類に相当する可 

能性の強い小岩体註3)と相伴なって，倉吉市市街地域のみならず，倉吉－関金地帯に 

点点とではあるが存在することが指摘される。この古期岩類の存在によって示される 

地帯の特質と，N E－S Wの方向性は，地形的にも，岩石の性状の上にも，また鉱床の 

面にもなんらかの反映を示している。 

さて図幅地域内には，中生代迸入岩類として一括した花崗岩類を主とする火成岩類 

が，広大な面積を占めて分布している。なお，新第三系の基盤も考慮に入れれば，図 

幅地域の大半はこれらの花崗岩類によって占められることになる。この花崗岩類は， 

中国地方に広く分布し，概括的に従来いわゆる“中国底盤”などとして表現されてい 

るものの一部に相当し，木下亀城7）の“山陰花崗岩区”に入るわけであるが，“中国 

底盤”の東半部のうちの山陰側に属する，この地域に関する既往の資料はきわめて少 

ない。“中国底盤”の迸入時代は一般に中生代後期～第三紀初期とされており，この 

地域でも，花崗岩類は中生代火山岩類に迸入による影響を与え，新第三系に覆われて 

いる。現在のところ，中生代火山岩類の生成時代を確定する資料がないが，久世図幅 

の資料その他からおそらく中生代中期～後期以降であると考えられる。また，花崗岩 

類は，鳥取南部図幅地域で中新世の地層に覆われているので，その迸入時代は，中生 

代後期以降－中新世以前ということになり，こゝでは従来の慣習にも従い， 宜上中 

生代迸入岩類と呼称しておくことにする。 

図幅地域の中生代迸入岩類については，南接する奥津図幅地域の同岩類の調査資料 

と総合して，この地域一帯の火成活動史を体系づけることができる。すなわち，中生 

代迸入岩類の活動は，その迸入時期に従って３期に分けることができ，各期の火成活 

動はその様式，岩質などにおいて各期それぞれの特徴を持っている。第１期迸入岩類 

は，斑糲岩・閃緑岩から玢岩類，文象斑岩類に至る一つの系列で，いずれも比的小 

岩体をなし，中生代火山岩類とその分布をともにする傾向があり，玢岩類や文象斑岩 

類にとくにこの傾向が強い事実がある。このことは，中生代火山岩類と第１期迸入岩 

 

註３）本説明書では，第３期迸入岩類の項に，捕獲状岩塊として記述してある。 
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類が成因的に，あるいは生成時期のうえで密接な関係を有していることを示している 

ようである。第２期迸入岩類は花崗閃緑岩・花崗岩を主体とし，第１期迸入岩体を包 

んで広い分布を示す。第３期迸入岩類は，第１期および第２期迸入岩体の北部に広い 

領域を占め，黒雲母花崗岩を主とし,アプライト質の岩相を処々に有する。小島丈児・ 

吉田博直15）による因美花崗岩複合体は，こゝでいう第２期および第３期迸入岩類を合 

わせたものに相当する。 

中生代火山岩類および迸入岩類を覆って，図幅地域のおもに東半部に，各種の火山 

岩類からなる新第三系が分布している。この火山岩類は，大きくみて，下位から流 

岩・石英安山岩・安山岩およびこれらの火山砕屑岩からなる部分と，火山砕屑岩類お 

よび玄武岩・安山岩・石英安山岩の熔岩からなる部分との２者に分けることができ 

る。両者の間には，地域的な不整合関係が観察される。また前者の中位からは中新世 

後期を示す植物化石を産する。本説明書には，前者を“中新世後期”火山岩類，後者 

を“鮮新世”火山岩類としてまとめてある。 

これらの各岩類を覆って，図幅西部地域には，大山火山に由来する凝灰角礫岩およ 

びローム層が広い分布を示す。なお，ローム層は西部地域のみならず，図幅地域全域 

第１表 地 質 総 括 表 

現世 冲積層・崖鉱堆積物・砂丘 

洪  積  世 
段丘堆積物 

大山火山噴出物 

鮮  新  世 
↑ 
↓ 

中  新  世 

“鮮新世”火山岩類 

人形峠層＊ 

“中新世後期”火山岩類 

中  生  代 

(白 堊 紀 後 期 ？)

中  岩脈（輝緑岩・玢岩） 

生 

代  迸入岩類（第１期～第３期） 

火 

成  火山岩類 

岩 

類  余川花崗閃緑玢岩（時代未詳） 

古  生  代 
三郡変成岩類＊ 

（一部ホルンフェルス） 

＊
 印は南接する奥津図幅地域内にのみ分布するものを示す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本図は５万分の１「倉吉」「青谷」「奥津」「大山」「湯本」「赤碕」「鳥取南部」「鳥取北部」「智頭」地質図幅，および７万５千分の１「久世」地質図幅の資料により編集した 

第１図 図幅周辺地域の地質概略図 
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にわたり認められる。 

次に，図幅地域内の鉱床のおもなるものは，中生代迸入岩類のうちの第３期迸入岩 

類に伴なう金属および非金属鉱床と，中生代迸入岩類を基盤とする新第三系の下底部 

に賦存する堆積型ウラン鉱床との２者である。この地域のこれらの鉱床のうちで，最 

近探鉱の対象となっているものはウラン鉱床であって，他鉱種の鉱床はすべて休山中 

である。ウラン鉱床も，現在は堆積型ウラン鉱床のみが原子燃料公社の手により探鉱 

されている。 

図幅地域内には諸処に温泉が湧出している。いずれも中生代迸入岩類のうちの第３ 

期迸入岩に相当する黒雲母花崗岩に関係しているものと考えられ，そのうち三朝温泉 

および関金温泉は放射能泉として知られ，ラドン含有量の多い点を特徴としている。 

以上に記述した地質の相互関係は第１表に総括して示してあり，また図幅地域を含 

む地域一帯の地質は，現在までの図幅調査を主とした資料により，その概略を第１図 

として示してある。 

 

Ⅱ.２ 余川花崗閃緑玢岩（時代未詳） 

本岩は図幅地域中南端部の余川谷（竹田川の支沢で，南接する奥津図幅地域内の 

鴨北方に沢口がある）上流部にきわめて小さな区域を占めるに過ぎず，奥津図幅地域 

内に主部をもつ小岩体の北端部に当る。奥津図幅の資料31）によれば，主部は角閃石黒 

雲母花崗閃緑岩～花崗閃緑玢岩からなり，圧砕作用を受け，中生代火山岩類中に角礫 

として含まれ，また中生代迸入岩類のうちの第３期迸入岩による影響を残していると 

いう。しかし，本図幅地域内の本岩の分布はきわめて狭く，他岩類との関係を明らか 

にし得ず，また岩質も主部のそれとはやゝ異なっているが，岩体として連続している 

ため，奥津図幅説明書と同じく余川花崗閃緑岩（時代未詳）として表現してある。 

岩質は中粒（角閃石）黒雲母花崗閃緑岩で，南部のように明らかな斑状を示す玢岩 

質でなく，この地域では中生代迸入岩類の第２期迸入岩類の主体をなすものと外観は 

似ている。しかし鏡下ではやゝ相違している点が多い。 

主成分鉱物は石英・斜長石・カリ長石・黒雲母で，角閃石を含むことがあり，他に 

少量のチタン石・鉄鉱がある。石英は微細な包有物を全体に含んでいる。斜長石は全 

体が汚濁し，２次的絹雲母を生じ，ミルメカイトは認められない。カリ長石は他形で， 
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他鉱物をポイキリティックに包含し，パーサイト構造や微斜長石構造は認められな 

い。黒雲母は小形ですべて緑泥石に変わっている。岩体は軽微な圧砕作用を受けてい 

て，圧砕された石英などの割れ目を緑簾石が埋めている場合がしばしば見られる。な 

お，岩体中には拳大から0.5c m程度の閃緑岩質の暗色部が包有されている。 

 

Ⅱ.３ 中生代火山岩類 

本岩類は，図幅地域の南東部，すなわち脊梁地域と，北西部の上井－倉吉地域との 

２地域に分かれて分布している。脊梁地域のものは安山岩類および同質火山砕屑岩類 

からなり，中生代迸入岩類のうちの第１期迸入岩類が密接に伴なっている。一方，上 

井－倉吉地域のものは流岩類から構成され，脊梁地域とは異なって第１期迸入岩類 

を伴なっていない。 

両地域を通じて共通して認められることは，本岩類が第１期～第３期にわたる中生 

代迸入岩類のいずれかによる影響，とくに接触変成作用を受けていることである。す 

なわち，脊梁地域では第１期および第２期迸入岩類により，上井－倉吉地域では第３ 

期迸入岩類により，本岩類の一部がホルンフェルス化していることが観察される。と 

くに脊梁地域では，南接する奥津図幅地域内でこの点に関する種々な現象が観察され． 

るので，同図幅説明書を参照して戴きたい。 

 

Ⅱ.３.１ 脊 梁 地 域 

本地域に分布する中生代火山岩類は，花崗岩礫を含む凝灰角礫岩・流岩質凝灰角 

礫岩・石英安山岩・安山岩などから構成されている。これらのうち，花崗岩礫を含む 

凝灰角礫岩は大体下位に，流岩質凝灰角礫岩は南接する奥津図幅地域との境界部付 

近に（奥津図幅地域内には広く分布する)，石英安山岩は実光南方の稜線部に，安山 

岩は岩床あるいは岩脈としてそれぞれ分布しているが，これは大体の傾向であって， 

各岩類が混在している場合が多いので，地質図には一括して表現してある。 

 

花崗岩礫を含む凝灰角礫岩 

本岩は全体として青緑色がかった黒っぽい色感を有する岩石で，暗灰色の安山岩類 

などの礫と共在する花崗岩類の礫が，灰白色～桃白色の点をつくっていて，外観は 



- 9 - 

非常に特徴がある。ほとんどのものが堅で，風化を受けた場合でも，礫と基質とが 

分離したり，あるいは礫が凸状に飛び出していたりすることはまれである。この点 

は，この地域に分布する新第三系中の同種岩石には見られないことで，本岩の特徴の 

一つといえる。 

礫は角礫～亜角礫で円礫はほとんど見受けられない。また大きさは5～30c m前後 

のものが大半で，大きなものは1m以上に達するものがある。礫の種類は，この地 

域の中生代火山岩類を構成する石英安山岩・安山岩・流岩などの火山岩類が主であ 

るが，これに加えて花崗岩類が含まれ，地域的にはかなり多量に認められる。 

本図幅地域内にはあまり広く分布していないが，前項に記した時代未詳の余川花崗 

閃緑玢岩に接するところでは，礫の大半を構成する花崗岩類の起源はこの余川花崗閃 

緑玢岩であり，このことはその特徴のある岩相からみても間違いはない。この他の地 

域で，礫となっている花崗岩類は文象斑岩・花崗斑岩・アプライト質花崗岩・玢岩類 

などの細粒半深成岩質岩石が主であり，まれに少量の中粒花崗閃緑岩～花崗岩が含ま 

れる。主体をなす細粒半深成岩質岩石は，この火山岩類を貫く第１期迸入岩類に岩質 

が酷似しており，また中粒花崗岩類は第２期迸入岩類に類似しているようである。し 

たがって，これらの花崗岩類の礫の起源については，①現在は見られないより古期の 

岩体に由来する場合，②本火山岩類を貫く第１期および第２期迸入岩類の早期固結岩 

体，あるいは深部岩体などに由来する場合など，いろいろな考え方がありうるであろ 

うが，こゝでは岩質の類似の事実だけを記しておく。なお，第３期迸入岩類に特徴的 

な岩相を示す礫は認められない。 

次に基質部はおもに安山岩質の火山砕屑物からなるが，部分的には構成鉱物が方向 

性を示して配列し，全体として基質部が石英安山岩質の熔岩のような様相を示すこと 

もしばしば見受けられる。また，なかには三日月形や凹形を示すガラスの破片が多量 

に存在することもある。一般に変質を受けて緑色を帯び，かつ堅である。 

なお，山部落の南方に分布する本岩は，第２期迸入岩類に接しているが，その付 

近では鏡下で微細な新生の黒雲母が一面に生じており，接触変成作用の影響を受けた 

ことを示している（巻末図版Ⅰ)。 

 

流紋岩質疑灰角礫岩 
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本岩は，福吉南方地域で，前項に記述した安山岩質凝灰角礫岩の上に漸移の関係で 

重なる。南接する奥津図幅地域内には広い分布をもっているが，本図幅地域内ではき 

わめて小区域を占めているに過ぎない。したがって詳細についてはこゝには触れず， 

要点のみを記しておく。 

本岩類は凝灰角礫岩および火山礫凝灰岩からなり，ほゞ全体が淡緑色を帯びてい 

る。細粒の基質中に拳大～指頭大の流岩の角礫を含んでいる。この流岩は淡緑灰 

色～灰白色で，緻密，堅であり，流理構造が認められる。 

このような流岩質の火山砕屑岩類の存在は，この地域の中生代火山岩類のなかで 

は量も少なく，岩質的にも他とはやゝ異なった感じを受けるが，さらに東方に連なる 

地域の火山岩類中には，流岩類が主要な構成員の一つとなっている。 

 

石英安山岩 

灰白色緻密の斑状岩であるが，斑晶の量は少ない。斑晶としては石英・斜長石・角 

閃石が認められる。斑晶斜長石は量的にもつとも多く，一般に緑簾石や緑泥石に変わ 

っている。石基は微晶質で，斜長石および石英からなる。石基斜長石は全体として方 

向性を示して配列していることが多い。 

本岩はおもに実光南方の東西に延びる山稜の頂部を形成して，先に記した花崗岩礫 

を含む安山岩質凝灰角礫岩の上部に乗るものと思われるが，両者の関係は直接にまだ 

碓かめられていない。なお，本岩は同じ火山岩類を貫く第１期迸入岩類のうちの，斜 

長石石英玢岩としたものに，岩質がよく似ている場合があるが，このような迸入岩類 

との岩質の類似性に関する問題については，迸入岩類の項で触れることにする。 

 

安 山 岩 

本岩は福吉東方の花崗岩礫を含む凝灰角礫岩のなかに，熔岩流あるいは岩脈として 

存在する。本図幅地域内には小区域に認められるに過ぎないが，南方に続く奥津図幅 

地域内には，同質の砕屑岩類を伴なってかなり広い分布を示している。 

本岩は黒色～暗灰色を呈する緻密，堅の岩石である。鏡下では，(１）斑晶として 

曹長石化あるいは緑泥石化された斜長石と，完全に近い程度に緑泥石化を受けた輝石 

をもち，石基が斜長石，緑泥石化された輝石・鉄鉱およびガラスからなるガラス基流 



- 11 - 

晶質組織を示す，変質を受けた輝石安山岩と，(２）斑晶として斜長石・紫蘇輝石・普 

通輝石および鉄鉱をもち，石基が斜長石・輝石および鉄鉱からなる毛氈状～微晶質組 

織を示す，普通輝石紫蘇輝石安山岩との２種が区別される。 

これらの両者で注意をひく事実は，(１）では緑泥右中に淡青緑色針状の角閃石が生 

じていること，また（２）では鱗片状の黒雲母が無数に生じていることで，これらの現 

象は第１期あるいは第２期迸入岩類による，接触変成作用の影響を示すものと考えら 

れる。 

 

Ⅱ.３.２ 上井－倉吉地域 

この地域に分布する中生代火山岩類は，すべて流岩類により構成されているが， 

この他に倉吉南方の小鴨川いのきわめて小区域に凝灰質泥岩および凝灰岩が分布し 

ている。上井－円谷南方にかけての流岩類は，諸処で中生代迸入岩類のうちの第３ 

期迸入になる花崗岩類により，ホルンフェルス化などの影響を受けていて，同迸入岩 

類よりも古期の生成物であることは明らかである。なお，打吹山を中心とする岩体お 

よび凝灰質泥岩および凝灰岩については，その生成時代を決定しうる資料は得られな 

かったが（打吹山の岩体はその西端部で花崗岩類と接するが，両者の前後関係を決定 

することはできない)，いろいろな点から中生代火山岩類に属せしめるのが妥当と考 

えられるので，この項に記述しておくことにする。 

 

流 紋 岩 

本岩は倉吉東方の米田から南西に伸びる沢を境にして，やゝ岩質を異にする２つの 

岩体に分けることができる。すなわち，１つは上井東方佐美付近から下余戸を経て円 

谷南方に至るものであり，他の１つは倉吉市街南方の打吹山から217.6m付近にか 

けて分布するものである。前者は石英・長石などの斑晶の多い流岩であり，後者は 

強く変質を受けて絹雲母と石英のみからなる岩石に変じているが，原岩はおそらくリ 

ソイダイト質流岩であろうと思われる。両者の関係を直接決定しうる資料は得られ 

なかったが，倉吉市街西方にはふたゝび前者と同じ岩相を示す流岩が分布してお 

り，両者は同一の火山活動による相前後した産物と考えられる。 

上井～円谷岩体および倉吉市街西方に分布する流岩は，灰白色～灰色で，隠微晶 
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質～微晶質石基中に石英・カリ長石・斜長石および少量の黒雲母が斑晶として認めら 

れる。これらの斑晶は，自形を示すものがあるが，大部分のものは破砕片である場 

合が多い。この他副成分鉱物として鉄鉱・ジルコン・燐灰石・チタン石などがある。 

石基は，ガラス質あるいは隠微晶質で，しばしば流理様の構造を示す場合があり，ま 

た不規則な形で球顆構造（spheruli t ic texture）が局部的に集まった部分が発達してい 

る。なお本岩中には玢岩質岩石の岩片が捕獲されていることがある。 

本岩は中生代迸入岩類のうちの第３期迸入岩に属する花崗岩と接してその影響を受 

けている。ことに円谷南方ではその影響を明瞭に示している。すなわち，円谷南方で 

花崗岩に接する流岩は，角閃石黒雲母ホルンフェルスに変じたり，石英・白雲母・ 

柘榴石からなる細脈に貫かれたり，あるいは両者が重複していたり，いろいろな場合 

が認められる。ホルンフェルスは，流岩の斑状構造を残して石基の部分に帯緑褐色 

の微細な黒雲母を無数に生じている（巻末図版Ⅱ)。また，ときには黒雲母がおそら 

く原鉱物の仮像を示して密集しているものがあり，この場合にはたいてい青緑色角閃 

石を混じたり，あるいは青緑色角閃石群に縁どられている。一方，このようなホルン 

フェルスを生ずる地域の流岩は，石英・白雲母・柘榴石からなる細脈に貫かれてい 

る場合が多い。これらの石英－白雲母－柘榴石脈の発達が優勢になると，まず斑晶を 

なすカリ長石と斜長石は消滅し，しまいには斑晶石英もなくなり，全体が石英－白雲 

母－柘榴石岩となる。ホルンフェルスがこれらの細脈に貫かれる場合には，青緑色角 

閃石の存在は認められなくなり，しまいには上記の場合と同じく全体が石英－白雲母 

－柘榴石岩に変ずる。これらの事実は花崗岩迸入に伴ない起こった現象と解される。 

次に打吹山－217.6m一帯の岩体について記述する。すべて白色，緻密，堅の岩 

石で，肉眼でも鏡下でも斑晶鉱物はまったく存在せず，構成鉱物は石英および絹雲母 

のみからなる。これはおそらく無斑晶質の流岩,すなわちリソイダイト質流岩が， 

２次的に変質作用を受けて形成されたものと考えられるが，原岩に近い岩質のものを 

得られなかったので，原岩がいかなる岩相を有するものであるかは正碓には分からな 

い。 

 

凝灰質泥岩および凝灰岩（倉吉層） 

本岩は倉吉市街南西方で小鴨川にかかる生田橋の東端付近の道路いに，南北約 
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20m程度の長でわずかに露出している。流岩とは一部が断層で接するほか詳し 

いことは分からない。凝灰質泥岩および凝灰岩の両者をあわせて倉吉層と名づけてお 

く。 

本層は走向N 25ﾟE ，傾斜35ﾟS E で，下部にはおもに泥岩，上部にはこれに凝灰 

岩を挾在した岩相を示し，全体としての厚さ約6m強である。泥岩は暗青色～暗灰 

色で質，塊状やゝ凝灰質である。鏡下では泥質細粒部中に石英片および長石片が散 

在するのが認められ，泥質部には２次的絹雲母が多量に生成されている。凝灰岩は灰 

白色，酸性で中粒～粗粒である。 

本層は分布もごく狭く，かつ化石を産せず，また流岩類との関係も不詳であるた 

めに，その生成時代を決定することはできないが，本層の分布が流岩類分布地域内 

のこの地点にのみ限られていること，凝灰質泥岩および凝灰岩がともに酸性であるこ 

と，あるいは変質程度など岩質から考えて，この地域の流岩類生成時期と時を同じ 

くするものであろうと考えることができる。 

 

Ⅱ.４ 中生代迸入岩類 

本岩類は，斑糲岩～閃緑岩質のものから，花崗岩あるいはアプライト質花崗岩に至 

る広い範囲の岩相を含み，玢岩質あるいは文象斑岩質などの半深成岩質の岩体をも含 

んでいる。このようにいろいろな面で広範囲に亘る諸岩類を中生代迸入岩類として一 

括したわけであるが，地質概説の項で記述したように，本図幅調査と平行して行なわ 

れた，南接する奥津図幅地域の調査資料と総合して判断すると，本岩類は迸入時期の 

新旧に従って，古期のものから第１期～第３期の３時期の火成活動の産物として区分 

することができる。 

これら各期の迸入岩類のうち，第１期に属する斑糲岩～閃緑岩・玢岩類・文象斑岩 

などは，分布，産状あるいは岩質などからみて，前項で記述した中生代火山岩類と密 

接な関係を有していて，底盤状の花崗質岩石からなる第２期および第３期迸入岩類と 

は，いろいろな点で相違しており，迸入時期のうえでも第２期迸入岩類との間に明ら 

かに隔たりがあるものと考えられる。これに対して，第２期と第３期迸入岩類とはい 

ろいろな点で，相違している点もあるが，また類似している点もあって，本質的に異 

なった火成活動の産物とは考えられない。しかし，図幅地域中南部の田郎田屋敷西方 
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におけるように，明らかに両者の間に迸入時期の相違があり，さらに岩質上の諸性質 

を考慮すれば，両者は迸入の場所および時期を異にする，ほゞ一連の火成活動によっ 

て生成されたものとするのが適当である。両者の境界は北東－南西を示し，奥津図幅 

地域内においてもこの延長は追跡されている。 

これら第１期から第３期にわたる中生代迸入岩類および岩脈の内容は，第２表にま 

とめて記してある。なお，本岩類の化学分析値としては，第２期および第３期迸入岩 

の代表的なものを掲げてあるが，岩質に変化の多い奥津図幅地域内の第１期および第 

２期迸入岩類の分析値も参照して戴きたい31）。 

 

第２表 中生代入岩類一覧表 

第１期入岩類

斑糲岩～閃緑岩 

斜長石石央玢石 

細粒黒雲母花崗閃緑岩＊ 

文象斑岩・アプライト質花崗岩＊・花崗斑岩 

花崗閃緑玢岩・石英閃緑玢岩 

第２期入岩類

細粒黒雲母花崗閃緑岩 

中粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩 

中粒～粗粒角閃石黒雲母花崗岩 

中粒黒雲母花崗石 

角閃石含有斑状黒雲母花崗岩＊ 

第３期入岩類

（小鴨花崗岩）

中粒～粗粒黒雲母花崗岩（周縁相を含む） 

アプライト質黒雲母花崗岩 

ペグマタイト・アプライト 

細粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩・細粒斑状黒雲母花

崗閃緑岩・角閃石黒雲母花崗斑石（捕獲状岩塊）

岩     脈 輝緑岩 

＊
 印は南接する奥津図幅地域内のみに分布するものを示す。 

 

Ⅱ.４.１ 第１期迸入岩類 

本岩類は中生代火山岩類に伴なって，図幅地域南東部の脊梁地帯に分布する。なお， 

中生代火山岩類は倉吉市街近傍にも分布しているが，この地域では同火山岩類に伴な 
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って確実に第１期迸入岩類と思われるものは存在しない。しかし，地質図に示すよう 

に，倉吉から関金にかけての地域には，第３期迸入岩類分布域内に，同岩類よりも古 

期の火成岩塊が捕獲岩塊状に散在していて，これらが第１期迸入岩類に相当する可能 

性が充分に考えられる。しかし，これについては第３期迸入岩類の項で記述すること 

にし，第１期迸入岩類の記述は図幅地域南東部のものに限ることにする。 

本岩類は斑糲岩～閃緑岩・文象斑岩・花崗斑岩・花崗閃緑玢岩～石英閃緑玢岩・斜 

長石石英玢岩などからなる。斑糲岩～閃緑岩は，本図幅地域内では中生代火山岩類と 

の関係が必ずしも密接ではないが，南接する奥津図幅地域や東接の鳥取南部図幅地域 

内では，両者が明らかに相伴なって分布している。文象斑岩以下の諸岩類は，岩質上 

からは種々に分類できるが，相互に相伴なって存在しかつ岩相変化が頻繁なので，岩 

質ごとに個別の岩体として表現することはできない。 

本岩類の一部が中生代火山岩類を貫いている事実が，福吉から東方にびる沢の上 

流部で観察されるので，本岩類が中生代火山岩類よりは生成時期が新しいことは確か 

である。しかし本岩類の玢岩質のものと，火山岩類の一部のものとはきわめてよく岩 

質が類似していて，これに分布上の密接な関係も考え合わせると，本岩類と中生代火 

山岩類とは，活動時期あるいは条件の別はあるとしても，全体としては一連の火成活 

動により生成されたものであろうと推論することができる。 

 

斑糲岩～閃緑岩 

本岩は，大島東方で第３期迸入岩類のなかに，また実光南方，福吉東方（福吉から 

東にびる沢の中流部）および丹戸東方では第２期迸入岩類のなかに，それぞれ捕獲 

岩塊状にとりこまれていて，いずれのものもまわりの花崗岩類による影響を受けてい 

ることが鏡下で認められる。しかし，原岩はおのおの多少異なっている。 

実光南方および丹戸東方のものは，斑糲岩質で，鏡下で斜長石・単斜輝石・褐色角 

閃石を主とし，他に少量の燐灰石・チタン石・鉄鉱などが認められる。斜長石は卓状 

のものが主であるが，長柱状のものが不規則に組み合っている部分もある。絹雲母化 

作用および緑簾石化作用を受けている。単斜輝石は新鮮で，単独に存在するものと， 

褐色角閃石中に残存体として残っているものとがある。褐色角閃石の一部が緑泥石化 

した部分や，斜長石などの間を埋める緑泥石だけからなる部分には，針状あるいは 
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繊維状の青緑色角閃石が生じている。これはまわりの花崗岩による接触変成作用の結 

果であろう。緑泥右の存在により，岩石は緑色を帯びている。 

大島東方の第３期迸入岩類内の岩体は，鏡下で上記各鉱物以外に少量のカリ長石が 

加わり，岩質はやゝ閃緑岩質である。しかし石英はまったく存在せず，輝石や角閃石 

の量も丹戸東方のものと相違がない。斜長石は緑簾石化および葡萄石化していて，こ 

の２次的変質を受けた斜長石を内核として，その周辺部をカリ長石が縁どっている。 

カリ長石には半自形あるいは間充状に存在するものもある。緑泥石の一部には繊 

維状の青緑色角閃石がわずかに生じていることがある。緑泥石が少ないので，全体と 

して岩石は暗灰色である。 

福吉東方のものは細粒で，不規則に組み合う短冊状斜長石と角閃石を主成分鉱物と 

する。輝石は存在しない。角閃石は帯褐緑色で，小結晶の集合体となっているものが 

多く，また緑泥石化を受けている。緑泥石には角閃石から直接変じたもののほかに， 

不規則な形状で岩体全般にわたり発達しているものがあるが，これらの緑泥石部には， 

針状や繊維状の青緑色角閃石が無数に生じていて，花崗岩による接触変成作用の結果 

を示している。 

以上述べたように，各岩体はいずれも花崗岩による変質作用を受けているわけであ 

るが，全般的にみると，第３期迸入岩によってはおもに熱水変質を，また第２期迸入 

岩による場合はこれに加えて熱変質を受けたことを特徴とする傾向がある。これは， 

変質を受ける原岩の岩質の相違によるというよりは，これを包有する迸入岩自体の性 

質に帰せられる面が強いと考えられる。 

なお，斑糲岩質岩石も輝緑岩的性状を加えており，実光南方地域では輝緑岩質岩石 

も共在していて，全体として浅所における生成条件を反映しているのではなかろうか 

と推察される。 

 

象斑岩類・玢岩類および花崗斑岩 

これらの諸岩類のうち，山付近では文象斑岩類が，また福吉から東方にびる沢 

の上流部では花崗斑岩が主体となっているが，他の地域にはすべてのものが混在して 

分布している。また,相互間の貫入時期の関係は今回の調査では判然としていないが， 

本岩類はおそらく密接に伴なう中生代火山岩類の噴出に引き続いて，大体それと同一 
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地域に，相次いで短期間のうちに貫入したものであろう。 

本岩類全体に共通した特徴は，いずれのものも珪長質で，かつ半深成岩質の岩相を 

もつことである。このことは本岩類が中生代火山岩類と密接に伴なうことと，かつ， 

この火山岩類に石英安山岩質などの比的酸性の岩質のものも多いことと考え合わせ 

ると，本岩類と中生代火山岩類とは成因的に密接な関係をもっていて，火山岩類は噴 

出相を，また本岩類はその浅所貫入相をあらわすものと考えることができる。 

なお,本岩類の命名については次のような基準を定めて行なったが，実際には中間的 

な性質を示す岩石もかなり見受けられる。すなわち，石基に石英とカリ長石からなる 

文象構造の認められるものを文象斑岩類とし，玢岩類では，斑晶に斜長石をもち石基が 

斜長石と石英からなるものを斜長石石英玢岩，斑晶および石基にカリ長石が加わった 

場合には，その量比により花崗閃緑玢岩～石英閃緑玢岩とした。また斑晶カリ長石が 

多く石基が完晶質の場合には花崗斑岩として表現した。もっとも，地質図にはこれら 

の各岩類を区別して表現し得ないので，一括して第１期迸入岩類としてまとめてある。 

以下には各岩類の鏡下における観察を主にして特徴の概略を記述する。 

象斑岩類には，細粒暗灰色の微文象斑岩ともいうべきものと，中粒，灰色の文象 

斑岩の２者があり，前者が後者中に包有されている状態が山部落北方で観察され 

る。このように生成時期のうえでは新旧が認められるが，岩質的には本質的な差異は 

なく，おそらく前者は後者の先駆としてやゝ先立って貫入したものであろう。 

微象斑岩は，斑晶鉱物の種類が多く，単斜輝石・斜方輝石・角閃石・黒雲母・石 

英・カリ長石および斜長石が認められる。石基は，短柱状斜長石とこれを中心として 

発達する微文象構造をなすカリ長石および石英から形成され，他に鉄鉱が散在する。 

斑晶鉱物のうち有色鉱物の量は少なく，ことに輝石および角閃石は残晶状にまれに 

認められる程度である。これらのものはほとんどすべて緑泥石化作用を受けている。 

後期の産物である文象斑岩にとりこまれて，その熱変質作用を受けているものでは， 

鱗片状の黒雲母が散在したり，あるいは集合体をつくったりしており，また緑泥石あ 

るいは緑石のなかに生じている淡青緑色の角閃石の針状体あるいは繊維状体も同様 

な成因によるものと考えられる。なお，実光南方の第２期花崗岩中に孤立した岩体で 

も同様の現象が認められる。斑晶斜長石はいくつか集まって聚斑晶をなしているもの 

が多く，たいてい緑簾石化作用を受けている。石基の微文象構造は非常に微細なもの 
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で，斜長石を中心として放射状に発達する程度が進んで来ると，ときには球顆構造 

（spherulit ic texture）というべき状態を示すものがある。 

象斑岩は，微文象斑岩よりも粒度が上がり，完晶質で，斑晶と石基との区別があま 

り目立たなくなる。すなわち，やゝ大形の石英や長石が斑晶状に発達していて，有色 

鉱物としては緑泥石化した少量の角閃石および黒雲母があるのみである。石基に相当 

する部分は典型的な文象構造を形成する石英と，カリ長石とからなる（巻末図版Ⅲ)。 

他に鉄鉱が多量散在する。微文象斑岩と同じように，斑晶角閃石から変じた緑泥石あ 

るいは原鉱物不明の緑泥石中には針状の淡青緑色角閃石が生じている。また，緑簾石 

が一般に多いが，これには斜長石より２次的に生じたものと，鉱物間の間を充し 

て不規則な形態を示すものとがあり，ときに褐石も認められる。なお，２次鉱物と 

してチタン石が多数見られることもある。 

上に記したような文象構造の存在は，第１期迸入岩類に特徴的な岩相の一つである。 

次に，玢岩類は斜長石石英玢岩と花崗閃緑玢岩～石英閃緑玢岩とに分けられる。 

斜長石石英玢岩は灰色，緻密の岩石で，斑状ではあるが斑晶は少ない。鏡下で，斑 

晶として斜長石および石英が認められる（巻末図版Ⅳ)。石基は短柱状の斜長石が一 

定の方向性を示さず多量に存在し，これらの間のすべてを石英が埋め，あたかも石 

英のプールのなかに無数の斜長石が浮いている感じである。この石英は，縫合状の外 

縁で接し，光学的方位を異にする多くの部分部分に分かれている。この石基の構造も 

第１期迸入岩類には特徴的なものである。 

花崗閃緑玢岩～石英閃緑玢岩は，灰色，緻密の岩石で，上述の斜長石石英玢岩に 

べると，石基の粒度が上がり結晶質の斑状岩である。もっとも，斑晶がほとんどない 

細粒岩相もしばしば認められる。斑晶は斜長石および石英からなるが，斜長石の場合 

には数個が集まって聚斑晶をつくる傾向が強い。斑晶がほとんどない岩相の石基は， 

上述の斜長石石英玢岩の石基の構造と似ているが，斜長石の粒度が上がり，間を埋 

める石英の他に少量のカリ長石が加わり，また少量の角閃石および黒雲母が認められ 

る。これは全体として石英閃緑玢岩質であるといえよう。一方，斑晶を有する岩相の 

石基は，構成鉱物の種類は上のものと異ならないが，カリ長石の量が増し，かつカリ 

長石・斜長石・石英の３者がほゞ等粒に近くなる。しかし，斜長石の柱状自形性は保 

たれている。この岩相は全体として花崗閃緑玢岩質といえる。 
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崗斑岩は灰色の結晶質斑状岩で，鏡下では上述の花崗閃緑玢岩の構成鉱物中のカ 

リ長石の量が増して，斑晶にも石基にもカリ長石が普通に認められる状態になったも 

のとして多くのものは表現できる。すなわち，石基の斜長石の柱状自形性が保たれて 

いるものが多い。しかし，なかにはこの自形性が薄れて，カリ長石・斜長石および石 

英の３者が等粒粒状のものもある。また，これら３者の量的関係は，全体としてカリ 

長石＞斜長石＝石英である。なお，カリ長石と石英による文象構造も局部的にしばし 

ば発達している。 

以上述べたように，これらの岩石は構成鉱物の種類や構造など岩質上からは文象斑 

岩類・玢岩類および花崗斑岩の３者に区分されるが，この区分は劃然としたものでな 

く，３者相互間に共通する性質を多分にもっていて，おそらく一連の半深成岩質産物 

であるといゝ得る。 

 

Ⅱ.４.２ 第２期迸入岩類 

本岩類は図幅地域南東部に分布する。岩体の南方長は，南接する奥津図幅地域内 

では広い分布をしていて，全体として第３期迸入岩類と同じように底盤状の様相を示 

している。 

本岩類は，南接地域では，有色鉱物に富む角閃石黒雲母花崗閃緑岩から非常に酸性 

の花崗岩に亘る広範囲の岩相変化に富んでいるが，本図幅地域では分布も狭小であり， 

岩相変化も南接地域に比すれば豊富とはいえない。主岩相は中粒～粗粒黒雲母花崗 

岩で，角閃石が加わることがしばしばあり，局部的には花崗閃緑岩質のものも認めら 

れる。また一部に石英および斜長石を主とし，少量のカリ長石および黒雲母を含む花 

崗閃緑岩が発達する。 

本岩類と第３期迸入岩類との関係については，概説あるいは中生代迸入岩類の項で 

も触れたように，広地域的にみた場合に，両者は時期をほゞ同じくする一連の産物と 

思われるが，本岩類が南側の脊梁地域に，第３期のものにやゝ先行して迸入したと考 

えるのに適当な事象がある。この点については奥津図幅説明書を参照して戴きたい。 

なお，両者の直接的な関係は図幅地域内では田郎田屋敷西方で観察されるが，これの 

みでは迸入時期の新旧を決定する証拠に乏しい。第１期迸入岩類との関係について 

は，すでに同岩類の項その他で記述してある。 
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中粒～粗粒（角閃石）黒雲母崗岩（中粒黒雲母崗岩を含む） 

本岩は第２期迸入岩類の主岩相として岩体のほとんど大部を占めて分布する。角閃 

石は含まれている場合と含まれぬ場合とがあり，含まれている場合でも一般に量が少 

なく，かつ小形なので，肉眼でその存在を確認することができないことも多い。岩質 

は，粒度，有色鉱物の量，カリ長石の量の増減などによって，肉眼的には種々の変化 

を示すが，本質的な岩相変化とは考えられない。 

全体の特徴としては，有色鉱物（大部分は黒雲母）の形が小さく，かつクロット状 

に集合する傾向が多いこと，拳大あるいはそれ以下のいわゆる暗色包有物が，量の多 

少はあるが大体普遍的に含まれていること，有色鉱物のクロットおよび暗色包有物の 

非常に小さいものに類似する1c m大以下のレンズ状，あるいは不規則な形で，有色 

鉱物および長石からなるきわめて細粒な部分が，斑状に普遍的に認められること， 

アプライトあるいはペグマタイトがまれであることなどである。これらの外観の特徴 

は，同じく中粒～粗粒黒雲母花崗岩を主岩相とする第３期迸入岩類にはあまり認めら 

れぬことである。 

本岩は灰色～灰白色で桃色のカリ長石が斑状に発達している。以下に鏡下の観察の 

うち，おもなものを記す（巻末図版Ⅴ)。主成分鉱物は石英・カリ長石・斜長石・黒 

雲母で，これに角閃石が加わることがあり，他に少量のジルコン・褐簾石・チタン石 

などを含む。石英は粒状が普通であるが，ときにはカリ長石をとりこむように広く発 

達していることがある。カリ長石は半自形あるいは間充状で，大きな結晶中には 

他鉱物をポイキリティックに包含する。パーサイト構造は普通であるが内部の酸性斜 

長石部の量は少なく，また帯状に斜長石部が連なる場合でもその幅は一般に薄い。微 

斜長石構造はほとんど認められない。斜長石は絹雲母化した内核部をもつのが一般 

で，カリ長石との間にはミルメカイトをしばしば形成する。黒雲母は小形で，散在す 

ると同時にクロット状にも集まる。なお，中粒～粗粒の基地中に認められる不規則小 

形の細粒部は，卓状斜長石が大部を占め，これに石英・黒雲母が少量加わっていて， 

鉱物成分上では石英閃緑岩質に相当する。このような細粒部は，注意すると相当普遍 

的に存在している。 

各主成分鉱物のうち，カリ長石・斜長石がほゞ等量でもっとも量的に多く，石英が 

これらにべるとやゝ少ない岩質のものが主体をなして広い領域を占めるが，たとえ 
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は中津ダム南方の道路筋に局部的に見られるように，角閃石が肉眼で明瞭に識別でき 

て，斜長石がカリ長石よりも多い花崗閃緑岩質の部分も存在する。一方，本岩が南部 

で中生代火山岩類や第１期迸入岩類と接する近辺では，本岩は，石英およびカリ長石， 

とくに後者が非常に量を増し，全体として中粒の桃色味の強い岩相を呈することが多 

い。鏡下では，石英がカリ長石および斜長石中に彎入状に入り込んでいる状態が特徴 

的に認められる。 

なお，代表的な中粒角閃石黒雲母花崗岩の分析値は第３表のとおりである。 

第３表（①)註4) 

S i O 2 T i O 2 A l 2O 3 F e 2O 3 F e O  M n O  M g O  

73.56 0.24 13.65 1.31 1.01 0.06 0.64 

       

C a O  N a 2O  K 2O  P 2O 5 H 2O＋ H 2O－ T o t a l  

1.72 3.54 3.51 0.10 0.22 0.36 99.92 

産地：鳥取県東伯郡三朝町実光束方 

分析者：大森江い技官（地質調査所） 

本岩中には，量の増減や形の大小などいろいろの相違があって一様ではないが，全 

般的にいわゆる暗色包有物が含まれている。これらの包有物は花崗岩中にとりこまれ 

て種々の程度の変質を受けているが，鏡下の観察によれば，その原岩はすべて同一の 

岩質であると考えられ，おそらく輝緑岩質岩石であろうと推測される。あまり変質を 

受けていない細粒優黒色の包有物を鏡下で見ると，主成分鉱物は斜長石・石英・緑色 

角閃石・黒雲母である。斜長石は量がもっとも多く，短冊状のものが大部分で，方向 

性なく組み合い，その間を少量の石英が埋める。斜長石には，斑状に大きく発達す 

る卓状のものが少量存在する。いずれの場合にも，斜長石は軽微な絹雲母化作用を受 

けている。緑色角閃石と黒雲母はほゞ等量で晋遍的に散在している。このような変質 

程度のものからさらに変質が進むと，粒度が上がり，色調も優黒度が減じて来る。こ 

のような岩石では斜長石は絹雲母化した内核と，そのまわりに発達する清澄な外套部 

とからなり，外套部は強い正規の累帯構造を示し，また形も短冊状からやゝ卓状に近 

くなる。石英は量が増して他鉱物をポイキリティックに含む部分も局部的に生じて来 

 

註４）① は地質図に示した試料採取地点を示す。以下の各分析表についても同様である。 
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る。カリ長石は花崗岩に接する包有物の外縁部に見られるだけで，内部にはほとんど 

存在しない。有色鉱物では，黒雲母が緑色角閃石よりもかに多量になってくる。 

このように，暗色包有物は本花崗岩による影響を受けるに従い，岩質は黒雲母－石 

英－斜長石岩に変化してゆく。本花崗岩内には，暗色包有物のほかに，黒雲母・石英・ 

斜長石からなる細粒部が普遍的に存在することは先に記述したが，この細粒部は，花 

崗岩による影響を強く受けた暗色包有物の遺物に相当するものがある可能性が充分に 

考えられる。これを事実とすれば，本花崗岩は，暗色包有物で代表されるようなより 

塩基性の岩石による汚染作用（contaminat ion）を受けた証跡を残していることにな 

る。なお，次に記述する石英閃緑岩質岩石の生成もこれらの問題に関連性があるもの 

と考えられる。 

 

細粒黒雲母崗閃緑岩 

本岩は，主岩体の（角閃石）黒雲母花崗岩中に，局部的にあるいは比的連続した 

分布状態で発達している。地質図に示す以外にも，実光東方や丹戸東方に局部的に本 

岩の多いところが認められる。 

細粒優白色の岩石で，たいていの場合は脈状を呈するので，一見するとアプライト 

脈のように見える。まわりの花崗岩との関係は，急激に移化する場合と，漸移的な岩 

相部を相互間に有する場合とがある。急激に移化する場合でも，粒度を異にする両者 

の構成鉱物が互に組み合って接し，全体としてほゞ一線を画する境界部が認められ 

る。このことは，本岩が少なくとも花崗岩固結後の純然たる岩脈ではないことを示し 

ているものであろう。 

鏡下の観察によると，本岩は石英・斜長石を主とし，これに少量のカリ長石を加え， 

有色鉱物として黒雲母を有する岩石である。石英と斜長石はほゞ等量で構成鉱物のほ 

とんど大部を占める（巻末図版Ⅵ)。石英は粒状でしばしばモザイク状に組み合って 

いる。斜長石は卓状のものが多く，短冊状を呈するものは比的少なく，また大きく 

斑状を呈しているものもある。斜長石には，内核部が強く絹雲母化されたもの，絹雲 

母化の程度が軽微なもの，あるいはほとんど新鮮なものなどが混在しているが，量的 

には多少とも絹雲母化された部分を有するものが多いのが普通である。いずれの場合 

にも，周縁部に成分変化帯を集約したような累帯構造を示し，正規の成分変化を示す 
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場合が多い。しかし不規則な変化を示すものもまれではない。カリ長石は石英や斜長 

石の間を埋めて存在し，斜長石とはミルメカイトをつくるのが普通である。 

このように，本岩は形態的にも，鉱物成分あるいは構造上でも，まわりの黒雲母花 

崗岩とは異なった性状を有している。岩質のみからいえば花崗閃緑岩として表現する 

ことができよう。南接する奥津図幅地域内には，第１期迸入岩類のなかに，これとき 

わめてよく似た岩質を有する岩体が，かなり広く分布していること，および本図幅地 

域内の倉吉近傍で，第３期迸入岩類中の捕獲状岩塊としたもののなかには，やはりこ 

れと類似した特徴を有する小岩体が認められることが注意を引く。 

 

Ⅱ.４.３ 第３期迸入岩類（小鴨花崗岩） 

本岩類は図幅地域内の中生代迸入岩類のうちでもっとも広い領域を占めている。東 

部では新第三系の火山岩類に覆われているが，諸処に基盤として顔を出しており，西 

部でも小鴨川と国府川の流域で，大山火山に由来する凝灰角礫岩や沖積層に被覆され 

るが,その北部ではふたたび高城山・米里付近に基盤岩として現われている。これは， 

火山岩類の基盤には本岩類が広く分布していることを示しており，また四囲の地域の 

実際の観察をも加えると，本岩類は底盤的の性状を有するものであるといえよう。 

本岩類のほとんど大部分を占める岩相は中粒～粗粒の黒雲母花崗岩であるが，南東 

部には地質図に示すようにかなり大きな岩体としてアプライト質の部分も含まれ，ま 

たこれに類する岩相あるいは細粒岩相が諸処に認められ，全体として浅所迸入の生成 

条件を反映しているものと考えられる。なお，上井－倉吉－関金にかけては，これら 

の岩相が卓越していて，いわゆる周縁相を形成しており，花崗岩類の迸入に際して， 

この地域は北東－南西方向に花崗岩類の縁辺を局地的に限るような役割をしていたこ 

とを示している。 

本岩類と時代未詳花崗岩・中生代火山岩類および第１期，第２期の中生代迸入岩類 

との関係は，それぞれ各岩類に関する項目で記述してある。 

本岩類は，鉄・銅・・亜鉛・砒素・モリブデン・ウランなどの鉱床を賦存し，ま 

た放射能泉を湧出している。 

 

中粒～粗粒黒雲母崗岩 

本岩は図幅地域内の第３期迸入岩類の大部を占めて広く分布する。粒度は中粒～粗 
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粒であるが，全体としては中粒度のものが多く，粗粒のものは比的少ない。中粒の 

ものでも，カリ長石が大きく発達しているので，一見すると一般に非常に粗粒に見え 

る。岩体の中央部における粒度の変化は,水平的にあまり変化しないが，垂直的には， 

比高約400～450mの間で，上部に向かうに従い粒度が小となり，またアプライト脈 

も多くなる傾向があることが，竹田川いなどで観察される。このことは，現在露出 

する岩体の上部が，岩体としての比的頂部に相当する可能性を推測させるものであ 

り，さらに地域を広げて考えた場合に，倉吉－関金いには大体帯状に周縁相があ 

り，また細粒部や斑状をなす部分が岩体の諸処に認められ，岩体全体としても浅所迸 

入の性状を示しているものと考えられる。 

本岩の主成分鉱物は石英・カリ長石・斜長石・黒雲母で，ほかに少量のジルコン・ 

燐灰石・褐簾石・チタン石・鉄鉱などがある。角閃石は関金南方などできわめてまれ 

に認められることがある。桃色のカリ長石が多く，また大きく発達しているので，全 

体的にその色調を帯びている。粒度，色調のほかに，肉眼的な特徴としては，黒雲母 

が比的大きくかつ一様に散在していて，クロット状に集まらないこと，暗色包有物 

を一般にはほとんど含まないことなどが挙げられる。 

鏡下の観察のうちでおもなるもののみを以下に記す。カリ長石はパーサイト構造が 

きわめてよく発達していて，ソーダ質斜長石帯の幅も広いものが多い（巻末図版Ⅶ)。 

またカリ長石には微斜長石構造が明瞭なものがしばしば認められる。斜長石は一般に 

軽微な汚濁状態を示しているが，内部が汚濁している場合でも，それをとりかこむ清 

澄な外部との間には成分上のギャップは認められない。ミルメカイトは普通に見られ 

る。黒雲母はくすんだ焦茶色で，緑泥石化の程度は弱い。なお，汚濁した細粒斜長石 

を主とし，石英・黒雲母を含む細粒石英閃緑岩質部がレンズ状などの形をして，粒度 

の大きな花崗岩質構造中に含まれていることがある。肉眼でいわゆる暗色包有物とい 

える程度のものはほとんど含まれていないが，鏡下では，このような比的塩基性の 

部分が認められるわけである。この部分はよく注意してみると，肉眼でも識別できる 

場合もある。いわゆる暗色包有物に相当するものは，岩体全体としてみるとほとんど 

存在しないのであるが，まったくないわけではなく，指頭大程度のものはときどき認 

められる。これより小さくなったもの，すなわち花崗岩による同化作用の影響を強く 

受けたものには，上に述べた塩基性細粒部に相当するものもあるのではないかと思わ 
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れる。拳大から1m前後の暗色包有物は，図幅地域の岩体の南東部のうち，アプラ 

イト質花崗岩に近接した部分から，関金南方にかけての地域に限られて存在する。こ 

れらの包有物は，細粒，優黒色の岩石で，長柱状斜長石・石英・緑色角閃石・黒雲母 

からなり，斑状に卓状斜長石あるいはまれに長柱状緑色角閃石が少量発達する。花崗 

岩に接する部分ではカリ長石が侵入していて，ポイキリティックに暗色部の諸鉱物を 

とりこんでいる。なお，広瀬南方の優黒色岩体は放射能強度が強く，岩質もやゝ異な 

るが，これについてはウラン鉱床の項で記述する。 

次に，本岩は倉吉市東方の上余戸地域から南方の富海地域にかけて，いわゆる周縁 

相を顕著に，かつ広くもっている。この地域では，中粒黒雲母花崗岩相もあるが，多 

くは細粒になったり，斑状を呈したり，アプライト質になったりというように岩相の 

変化が認められる。上余戸地域では，古期の中生代火山岩類との接触部付近の本岩に 

は，モザイク状石英・白色雲母・電気石などからなる部分が認められる。これはいわ 

ゆるグライゼン化作用に類した変質作用によって生じたものといえよう。なお，この 

ような部分には上記の鉱物のほかに，尖晶石・紅柱石・鋼玉註5)が認められることが 

ある（巻末図版Ⅷ，Ⅸ)。 

中生代火山岩類その他の項で記述したように，本花崗岩による古期岩類に対する影 

響は，この倉吉東方地域のみならず，各処でいろいろ様相をもって示されている。 

なお，代表的な中粒～粗粒黒雲母花崗岩の分析値は第４表のとおりである。 

第４表（②） 

S i O 2 T i O 2 A l 2O 3 F e 2O 3 F e O  M n O  M g O  

76.00 0.19 12.86 0.73 0.90 0.06 0.47 

       

C a O  N a 2O  K 2O  P 2O 5 H 2O＋ H 2O－ T o t a l  

1.27 3.16 3.82 0.08 0.43 0.12 100.09 

産地：倉吉市旧小鴨鉱山坑内 

分析者：大森えい技官（地質調査所） 

 

 

 

註５）これらの鉱物のＸ線による測定，光学的諸性質の決定には東京大学荒牧重雄および当所一色直記技官の 

協力を得た。 
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アプライト質黒雲母崗岩 

本岩は大小の岩体をなして，図幅地域の第３期迸入岩体の南部，ことにその西半部 

に代表的な岩相を示して分布する。菅原および広瀬の南方の岩体はとくに広い分布を 

有する。主岩体をなす中粒～粗粒黒雲母花崗岩との関係は確認することはできなかっ 

たが，おそらく漸移的な移化関係と，本岩が黒雲母花崗岩を貫いている場合との両者 

があるものと考えられる。すなわち，岩相からみて，本岩は主岩体よりもやゝ遅れた 

時期に形成されたものであろう。なお，広瀬南方の岩体と関金南方の小岩体との分布 

地域一帯には，アプライト脈がしばしば認められ，この地域一帯がアプライト質岩相 

の発達に適当な条件下にあったことを示している。 

本岩は細粒～中粒の桃色を帯びた優白色岩で，主岩体の黒雲母花崗岩とは比較的区 

別がつきやすい。おもに石英・カリ長石・斜長石・黒雲母からなり，ほかに少量の褐 

簾石・ジルコンなどを含む。これらの主成分鉱物の量は，代表的な岩相では石英がも 

っとも多く，カリ長石がこれに次ぎ，斜長石は比的多量ではあるが，構造上からは， 

全体としては比的アプライト構造に類似した様相を示しているという状態で（部分 

によっては斜長石がきわめて少量となってアプライト構造を示すこともある)，結局岩 

体全体としてはアプライト質花崗岩と表現するのが適当である（巻末図版Ⅹ)。 

石英は一般に粒状であるが，ときによってはカリ長石と文象構造状に共生すること 

がある。カリ長石は半自形あるいは他鉱物間の間を充しており，パーサイト構造 

は著しくなく，微斜長石構造が明瞭なものも認められる。斜長石は自形～半自形で卓 

状を呈し，一般に清澄であるが，絹雲母化作用を受けているものもあり，両者は混在 

している。黒雲母は軽微な緑泥石化作用を受けており，また色は主岩体のものと同じ 

くくすんだ焦茶色である。 

なお，本岩は，倉吉南方などに広く見られる，いわゆる周縁相のうちのアプライト 

質のものとは，主成分鉱物の量比，とくに多量の石英と相当量の斜長石の存在，およ 

びこれに関連する構造の面で相違している。 

 

細粒黒雲母崗閃緑岩その他（捕獲状岩塊） 

第３期迸入岩類分布地域内の倉吉市街東部から関金にかけての地域には，いわゆる 

周縁相と考えられる岩相を有する部分が，相当広く分布していることは先に述べたが， 
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この周縁相分布地域内あるいはこれに近接した地域には，地質図に示してあるように， 

いずれも角閃石を少量含む黒雲母花崗閃緑岩や花崗斑岩などのように，周りの花崗岩 

類とは種々の点で異なる岩質の部分が諸処に点在している。これらの岩体と周りの花 

崗岩類との関係を直接示す証跡は野外で得られなかったが，鏡下の観察では，一部の 

ものが花崗岩による接触変成作用を受けているなどの事実が認められるので，これら 

の岩体は花崗岩類の迸入に伴なってとりこまれたか，あるいは原位置を保つ残存岩塊 

に相当するものかは不明であるが，いずれにしても花崗岩類迸入以前に生成されてい 

たものである可能性が強い。 

これらの岩体は，岩質上から，(1）細粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩，(2）細粒斑状黒 

雲母花崗閃緑岩，(3）角閃石黒雲母花崗斑岩などに分けることができる。分布地域も 

大体定まっていて，(1）は倉吉南方の富海地域に，(2）はその東方の円谷沢中流部 

に，(3）は上余戸から関金にかけての地域におもに分布している。 

細粒角閃石黒雲母崗閃緑岩は，新鮮な小形の黒雲母がゴマ塩状に多量存在してい 

て，岩石は暗色味がかつて見え，角閃石がある場合は細粒基地中に大きく点在してい 

る。鏡下では，主成分鉱物として石英・斜長石・カリ長石・黒雲母が認められ，これ 

に角閃石が少量加わることがある（巻末図版)。石英・斜長石はほゞ等量で岩石の 

主体をつくり，カリ長石はかに量を減ずる。石英は粒状で波動消光や部分消光をす 

るものが多い。斜長石の多くのものは正方形に近い卓状を呈し，強い累帯構造を示し， 

かつ成分変化を示す累帯は，縁辺部に細かに集まる傾向が強く，この内核部に絹雲母 

化した部分を持つものも多い。累帯構造の大半は正規の成分変化を示すが，なかには 

逆の場合あるいは繰り返すものもある。この斜長石の形状と強い累帯構造のあり方と 

はこの岩石の特徴の一つである。カリ長石は間充状に少量存在し，微斜長石構造 

の明瞭なものがしばしば認められる。黒雲母は新鮮で緑色味を帯びた褐色である。角 

閃石は緑色で緑泥石や緑簾石に一部が変じている。なお，富海北方の本岩の一部に， 

鏡下で石英を伴なう絹雲母～白雲母の新生の著しい部分があり，こゝには大きく発達 

した燐灰石も見られる。またこのような部分の付近では，主成分鉱物間に微粒石英の 

侵透も認められる。これは周りの花崗岩の比的後期に属する一連の活動の影響を示 

すものであろうと思われる。 

細粒斑状黒雲母崗閃緑岩は，上述の富海付近の岩石と成分鉱物自体の性質では共 
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通した特徴をもっている。しかし，粒度がやゝ中粒に近いものもあること，カリ長石 

の量が比的多く，かつ微斜長石構造を示すものがないこと，角閃石をもたないこと， 

石英や斜長石が斑状に大きく発達していることなどで相違している。一方，石英の異 

常消光，斜長石の形状や累帯構造のあり方などは両者に特徴的に共通しているわけで 

あり，この岩相は，周りの花崗岩による諸影響が富海付近のものより進んだものとし 

て考えられよう。 

次に角閃石黒雲母崗斑岩は，北から栗尾付近・富海南方・関金付近の３ヵ所に分 

布する。周りの花崗岩との関係を野外で直接判断し得る地点はなかったが，やゝ緑色 

味を帯びた灰色，緻密の斑状岩で，周りに分布する花崗岩の周縁相のうちの花崗斑 

岩質岩石とは外観で識別がつく。鏡下で，斑晶として石英・斜長石・カリ長石・黒雲 

母・褐色角閃石があり，石基は角閃石を除いたこれらの鉱物の細粒組織からなる。斑 

晶角閃石の量は少ないが，大形の結晶として発達し，一部は緑泥石化作用を受けてい 

る。石基は石英が主で，斜長石がこれに次ぎ，カリ長石は少ない。石基の斜長石はや 

や短冊状をなす傾向がある。周りの花崗岩による影響は，栗尾や富海付近の岩体では 

不明であるが，関金南方の岩体では，斑晶黒雲母が帯褐緑色の黒雲母の小形結晶の集 

合体に変わっているのが認められる。また，これと同一岩体内に，花崗斑岩質の部分 

との関係は不明であるが，石英斑岩質の部分があり，全体にホルンフェルス化を受け 

て，黒雲母および青緑色角閃石を多数生じているものがある。この石英斑岩質の部分 

は，花崗斑岩質の部分と同一時期の生成物と考えられ，また一方では倉吉近傍で第３ 

期迸入の花崗岩の影響を受ける中生代火山岩類の一部のものときわめて類似してい 

る。これらのことから，この花崗斑岩質岩石は中生代火山岩類と同一時期の生成にな 

るものではないかとも考えられるわけである。いずれにしても，花崗斑岩質岩石が， 

第３期迸入岩類よりも前期の生成物であることは碓かであろうと思われる。 

 

Ⅱ.４.４ 輝 緑 岩 岩 脈 

本岩は，第１期から第３期にわたる中生代迸入岩類のうちで，底盤状に広く分布す 

る第２期および第３期迸入岩類のなかに，各所で岩脈として多数認められる。岩脈の 

分布状態にはとくに規則性はなくて数は非常に多く，地質図には，調査ルート中で確 

実に認められるもののうち比的脈幅の大きいものを記入してあるが，実際にはこの 
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数倍に達するであろうと思われる。脈幅は1m前後あるいはそれ以下のものが多い 

が，2～3mあるいはこれ以上のものもある。ほとんどすべてのものが傾斜は直立に 

近く，また方向は全般的にみると南－北から北東－南西の間のものが多い傾向がある｡ 

本岩は細粒帯緑黒色で，多くのものは風化分解していて，新鮮，堅な標本は得難 

い。鏡下では輝緑岩組織をなす石基中にしばしば斜長石が斑状に発達する。主成分鉱 

物は斜長石・単斜輝石・褐色角閃石・鉄鉱である。輝石は単独結晶もあり，また角閃 

石中に残晶として包有されているものもある。岩体全体が緑泥石化，緑簾石化，絹雲 

母化，炭酸塩化などの２次的変質作用を受けている。 

先にも述べたように，本岩は第１期迸入岩類あるいはそれに伴なうより古期の火山 

岩類中には，少なくとも本図幅地域内ではまだみいだされていない。これは，本岩が 

成因的に第２期および第３期迸入岩類の活動と密接な関係をもっていることを示して 

いる。この点に関連して，本図幅地域内では不明碓であるが，南接する奥津図幅地域 

内で，一部のものに２次的な針状青緑色角閃石や緑色黒雲母の生成が認められる事実 

があり，このことは本岩の貫入時期の大半は花崗岩類固結後であるとしても，一部の 

ものは花崗岩類の活動末期に重複していてその影響を受けたものもあること，つまり 

両者の関係の密なることを暗示しているものと考えられる。 

なお，おもに倉吉東方の非堆積型ウラン鉱床の胚胎するところには，粘土化した珪 

長質岩脈がしばしば認められるが，数も少なく規模も小さいので地質図には示してな 

い。これについては鉱床の項で触れることにする。 

Ⅱ.５ 新 第 三 系 

新第三系は主として火山岩類からなり，岩質により第５表のように細分される。 

“中新世後期”火山岩類は，主として酸性，中性の火山砕屑岩類からなり，大局的 

にみて，酸性から中性への火山活動の移行がみられる。時代については，化石および 

岩質からみて，おそらく中新世末期と考えられる。 

“鮮新世”火山岩類は，主として中性～塩基性の熔岩からなり，倉吉図幅－奥津図 

幅地域のものは，中性の火山砕屑岩類を多量に含んでいる。時代については，岩質お 

よび化石（本岩類の下位にくる人形峠層註6)から産する）からみて，おそらく鮮新世 

 

註６）南接する奥津図幅地域にのみ分布する。 
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第５表 

＊印は南接する奥津図幅地域内にのみ分布するものを示す 
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（一部中新世末期？）と考えられる。 

なお，以下の記述には第５表に従って，青谷図幅－倉吉図幅地域と倉吉図幅－奥津 

図幅地域との２地域に分けて記すことにする。 

Ⅱ.５.１ 青谷図幅－倉吉図幅地域 

Ⅱ.５.１.２ “中新世後期”火山岩類 

本岩類は倉吉図幅地域内東部に分布し，中生代迸入岩類を被覆している。岩質によ 

り，下位から小鹿凝灰角礫岩類と投入堂凝灰角礫岩類とに分けられる。 

小鹿凝灰角礫岩類 

標式地は三朝町吉田付近および三徳付近であって，厚さ160m以上である。 

本岩類は下位から，(Ⅰ）異質凝灰角礫岩からなる部分，(Ⅱ）流岩および同質凝 

灰角礫岩からなる部分，および（Ⅲ）石英安山岩および同質火山砕屑岩からなり，砕 

屑岩を挾有している部分，に分けることができる。 

本岩類と中生代迸入岩類との関係は不整合であって，伯耆山付近では，拳大程度の 

丸味を帯びた花崗岩礫を有する珪化された凝灰角礫岩が，花崗岩を被覆している。ま 

た神倉北方では，花崗岩を流岩が直接被覆している。 

（Ⅰ）異質凝灰角礫岩からなる部分 この部分の凝灰角礫岩中には，流岩・安山 

岩・変質安山岩・花崗岩類などの各種の角礫ないし円礫を有し，火山円礫岩と呼ぶべ 

きものもある。厚さは不明であるが少なくとも50m以上である。 

（Ⅱ）流紋岩および同質凝灰角礫岩からなる部分 この部分は，流岩質凝灰角礫 

岩および流岩の熔岩と岩脈からなり，まれに凝灰岩・火山礫凝灰岩・砂岩および泥 

岩を挾んでいる。流岩は淡灰色～灰白色，緻密，堅であって，しばしば流状構造 

を示し，また黒雲母を点在している。この部分の代表的な岩石を鏡下でみると次のと 

おりである。 

（鏡下）流岩（三朝町高橋付近，角礫） 

斑晶：斜長石（灰曹長石） 

石基：流状構造（微晶質組織） 

（鏡下）黒雲母流岩（三朝町坂本北東方付近，熔岩） 

斑晶：石英・斜長石（灰曹長石)・黒雲母 
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石基：微晶質および隠微晶質組織 

（Ⅲ）石英安山岩および同質火山砕岩からなり，砕岩を挟有している部分 

この部分は石英安山岩質凝灰岩・火山礫凝灰岩・凝灰角礫岩および上記中の角礫と同 

質の石英安山岩岩脈からなり，炭質物・植物化石の破片を含有している泥岩および砂 

岩を挾有している。火山砕屑岩の角礫および石英安山岩岩脈の岩質は，淡灰色，斑状 

で，黒雲母および角閃石を点在していて，岩石全体が淡色の脂感のある光沢を帯びて 

いるものが多い。この部分の代表的な岩石を鏡下でみると次のとおりである。 

（鏡下）黒雲母角閃石石英安山岩（三朝町三徳付近） 

斑晶：石英・斜長石（中性長石)・角閃石・黒雲母・鉄鉱 

石基：微晶質組織 

投入堂凝灰角礫岩類 

本岩類の標式地は三朝町投入堂対岸の沢であって，厚さ350m以上である。主と 

して安山岩質凝灰角礫岩からなり，安山岩熔岩・火山礫凝灰岩・凝灰岩・泥岩および 

砂岩を挾有している。三朝町吉原付近の泥岩中から第６表のような植物化石を産する 

（採集者：尾上亨，鑑定者：北海道大学井敏雅および尾上亨)。 

 

第 ６ 表 

Juniperus honshuensis  TANAI et  ONOE 
Taiwania japonica  TANAI et  ONOE 
Populus aizuana  HUZIOKA et SUZUKI 
Juglans  sp. 
Pterocarya nipponica  TANAI et  ONOE 
Carya miocathayensis  HU et CHANEY 
Betula protoermanni  ENDO 
B.   protoglobispica  TANAI et  ONOE 
Carpinus subyedoensis  KONNO 
C.     n ipponica  ENDO 
Castanea miocrenata  TANAI et  ONOE 
Fagus palaeocrenata  OKUTSU 
Quercus miocrispula  HUZIOKA 
Q.    protodentata  TANAI et  ONOE 
Q.    protoserrata  TANAI et  ONOE 
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Celtis  Nordenskioldii  NATHORST 
Ulmus protolaciniata  TANAI et  ONOE 
U. protojaponica  TANAI et  ONOE 
Zelkova ungeri  (ETTINGS) KOVATS 
Ficus  sp. 
Liriodendron honsyuensis  ENDO 
Magnolia ell iptica  TANAI et  ONOE 
Sassafras subtriloba  (KONNO) 
Schizophragma mitokuensis  TANAI et  ONOE 
Liquidambar protoformosana  TANAI 
Sorbus nipponica  TANAI et  ONOE 
Wistaria fallax  (NATHORST) 
Acer Nordenskioldi  NATHORST 
A. subpictum  SAPORTA 
A. palaeodiabolicum  ENDO 
A. palaeorufinerve  TANAI et  ONOE 
A .  submayrii  TANAI et  ONOE 
Acer cfr .  pseudocarpinifolium  ENDO 
Tilia miohenryana  HU et CHANEY 
Stewartia submonadelpha  TANAI 
Cornus subkousa  TANAI et  ONOEE 
C .  megapylla  HU et CHANEY 
Clethra  sp. 
Rhododendron protodilatatum  TANAI et  ONOE 

本層と下位の小鹿凝灰角礫岩類との関係は，投入堂北方付近で観察できる。投入堂 

対岸の谷の入口付近には，小鹿凝灰角礫岩類に属する石英安山岩質凝灰角礫岩が露出 

しているが，投入堂対岸の谷を登るに従い，角礫中に本岩類に属する安山岩質の角礫 

を混入してきつつ，遂に安山岩質凝灰角礫岩となる。 

本岩類の主体をなす凝灰角礫岩中の角礫の岩質は，黒青色～暗灰色，斑状，ときに 

緻密，堅である。砕屑岩は凝灰質であり，熔岩は一見凝灰角礫岩のような外観を呈 

し，岩質は上述の角礫と同じものである。 

次に本岩類を構成している代表的な角礫を鏡下でみると次のとおりである。 

（鏡下）普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴc）（三朝町三徳成南方） 
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斑晶：斜長石（曹灰長石)・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱 

石基：ガラス基流晶質組織（斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラス） 

（鏡下）普通輝石橄欖石安山岩（Ⅳb）（三朝町吉原付近） 

斑晶：斜長石（曹灰長石)・橄欖石・普通輝石・鉄鉱 

石基：間状組織（斜長石・橄欖石・普通輝石・アルカリ長石・鉄鉱） 

（鏡下）橄欖石玄武岩（Ⅲb）（三朝町三徳吉原付近） 

斑晶：斜長石・橄欖石 

石基：間粒状組織（斜長石・橄欖石・単斜輝石・鉄鉱） 

Ⅱ.５.１.２ “鮮新世”火山岩類 

本岩類は青谷図幅および倉吉図幅地域内に広く分布し，中生代迸入岩類および“中 

新世後期”火山岩類を被覆している。岩質により下位から駄経寺礫層・坂本安山岩類・ 

亀尻玄武岩類（後２者はほゞ同時に噴出した)・鉢伏山板状安山岩類・御冠山安山岩類 

・三徳山安山岩類および俵原板状安山岩類に分けられる。 

駄経寺礫層註7) 

本礫層は，倉吉市東部の駄経寺～米田付近，その東方の竹田川東岸の小丘陵，その 

北方の佐美の峠および丘陵北端の田後～長江付近などに，いずれも小面積を占めて断 

片的に点在する礫層を一括して呼んだものである。南部地域では基盤の中生代火山岩 

類に属する流岩の上に不整合に重なっており，北部地域では坂本安山岩類に覆われ 

て，その下からわずかに露出している。 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 倉吉市駄経寺裹の露頭 

註７）本礫層の記述については当所坂本亨技官の検討を得た。 
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この礫層がもっとも模式的に露出するのは，倉吉市東部の駄経寺の鳥取県倉吉職業 

訓練所裏の露頭である。こゝでは，基盤の流岩を不整合に覆い，その主体をなす厚 

さ11mの礫層（H 2)註8)と最上部を占める砂層（H 1)(厚さ1m )，および凝灰質砂層 

（G 2)(厚さ1.5m）とからなっている。これより上位には，土壌化した部分（G 1)(厚 

さ1m）をへだてて，安山岩質の火山礫凝灰岩層（F～E）および新旧のローム層（D 2 

～A 1）が重なっている（第２図)。 

A 1  3.5m 黄褐色軽石層 上部1mは土壌化 

A 2  0.3m 褐色～灰色の軽石層 

B  0.5m Aの直下の土壌 

C  1.2m 黄褐色含軽石ローム層 

D 1 0.4m 赤褐色土壌 

D 2 1.0m 砂質ローム層（上部の黄褐色の部分（0.4m厚）と 

下部の灰褐色の部分（0.6m厚）とは漸移する） 

E  0.8m 赤褐色土壌 

F   1.0m 安山岩質火山礫凝灰岩層 

G 1 1.0m 淡褐色土壌，上限に炭質物薄層 

G 2 1.5m 黄褐色凝灰質砂層，軽石片火山礫を含む） 

H 1 1.Om 灰褐色塊状砂層 

 礫層 

流岩 

礫層（H 2）は，おもに安山岩の亜角礫～亜円礫からなり，これに花崗岩などの礫も 

混在する。礫の大きさは，下部では径30～50c m に達するが，上部では10c m 大以 

下である。礫は大小のものが雑然と密集しており，その配列に方向性を示さない。基 

質はおもに花崗岩質の粗粒砂からなっている。この礫層の上には，灰褐色を呈する厚 

さ1mの塊状砂層（H 1）が重なる。下位の礫層とは整合であるが，その境は明白で 

ある。この上に重なる厚さ1.5mの凝灰質砂層（G 2）は，黄褐色を呈し，軽石片や 

安山岩質の火山礫を含み，ラミナがよく発達している。この砂層の上部約1mは土 

 

註８）第２図の記号を示す。以下同じ。 

H 2 11m

駄経寺礫層 

下部ローム 

上部ローム 

Ⅱ 

Ⅰ 
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壌化して淡褐色を呈し，その上限に炭質物薄層を伴なう（G 1)。さらにこの上位に重 

なる安山岩質の火山礫凝灰岩層（F ) ( 厚さ1m ）は，本図幅地域内の“鮮新世”火 

山岩類のうちのいずれかに相当するものであろう。 

上記の駄経寺の露頭以外においても，本礫層は，これとほゞ同様な岩相を呈する。 

佐美の峠の礫層は，軽石片および火山礫を含んだ砂層（厚さ2m）を挟んでいる。ま 

た，この露頭では，礫層の西端は断層で流岩と接している。田後付近の丘陵北端で 

は，礫層の最上部に厚さ約1mの砂層があり，その上に坂本安山岩類（Ⅴs）が重な 

っているのが観察される。 

本礫層からは化石はまだ発見されていない。しかし，この礫層は“鮮新世”火山岩 

類の下位にあるが，両者の間にあまり大きな時間的間はないものとみられる。 

なお本礫層の上に重なる新旧のローム層（D 2～A 1）については，第四系のローム層 

の項に記述してある。 

坂本安山岩類 

本岩類は倉吉図幅地域内中央部から東部にわたり分布している。熔岩のみからな 

り，厚さは倉吉北方では30m 内外，門田西方では80m 内外，三朝温泉南方では 

90m内外，坂本北東方では180m 内外であって，緩傾斜の熔岩台地地形をとどめて 

いる。橄欖石粗面安山岩（Ⅲb）および橄欖石安山岩（Ⅲa，Ⅲa→d，Ⅲb ,Ⅲd）に属し， 

斑状，暗灰色～灰色，まれに斑晶としての普通輝石が認められる。一般に緻密である 

が部分的に多孔質となり，まれに晶洞の認められるものがある。倉吉対岸の本岩類中 

には，とくに晶洞の発達が良好である。晶洞鉱物は金雲母・紫蘇輝石・チタン鉄鉱・ 

普通輝石およびパーガス石などで，これらについては太田良平の詳しい研究がある25）。 

本岩類を構成している代表的な岩石を鏡下でみると次のとおりである。 

（鏡下）橄欖石粗面安山岩（Ⅲb）（倉吉市倉吉駅対岸の石切場)(巻末図版 ） 

斑晶：斜長石（曹灰長石 A n 62－65)・橄欖石 

石基：間粒状組織（斜長石・橄欖石・単斜輝石・アルカリ長石・鉄鉱） 

晶洞鉱物：前記のもの 

本岩の化学成分は第６表のとおりである。 
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第７表（④） 

S i O 2 T i O 2 A l 2O 3 F e 2O 3 F e O  M n O  M g O  

48.76 2.61 16.45 4.81 6.49 0.18 5.16 

       

C a O  N a 2O  K 2O  P 2O 5 H 2O＋ H 2O－ T o t a l  

8.83 3.52 1.65 0.73 0.52 0.26 99.97 

分析者：地質調査所 倉沢 一 技官 

（鏡下）橄欖石安山岩（Ⅲb）（東郷町長江付近） 

斑晶：斜長石（曹灰長石)・橄欖石 

石基：間粒状組織（斜長石・橄欖石・単斜輝石・アルカリ長石・パーガス石・鉄 

鉱） 

（鏡下）橄欖石安山岩（Ⅲd）（東郷町羽衣石北方） 

斑晶：斜長石（曹灰長石)・橄欖石 

石基：間粒状および毛氈状組織（斜長石・斜方輝石・単斜輝石・アルカリ長石・ 

鉄鉱） 

（鏡下） 無斑晶安山岩(Ⅲa→d )(三朝町片柴北方波関峠東方の谷)(巻末図版 ） 

斑晶：斜長石（曹灰長石および橄欖石）（両者ともきわめて少量） 

石基：間粒状および毛氈状組織（斜長石・橄欖石・斜方輝石・単斜輝石・アルカ 

リ長石・鉄鉱） 

本岩の化学成分は第７表のとおりである。 

第８表（⑤） 

S i O 2 T i O 2 A l 2O 3 F e 2O 3 F e O  M n O  M g O  

54.86 0.99 18.43 3.17 4.41 0.14 4.48 

       

C a O  N a 2O  K 2O  P 2O 5 H 2O＋ H 2O－ T o t a l  

7.03 4.42 1.21 0.39 0.60 0.34 100.47 

分析者：地質調査所 倉沢 一 技官 

（鏡下） 無斑晶安山岩（Ⅲa）（三朝町三徳投入堂対岸の谷） 

斑晶：斜長石（曹灰長石）および橄欖石（両者ともきわめて少量） 

石基：毛氈状および間粒状組織（斜長石・橄欖石・斜方輝石・単斜輝石・アルカ 
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リ長石・パーガス石・鉄鉱） 

亀尻玄武岩類 

本岩類は青谷図幅地域および倉吉図幅地域内北東端に分布し，２枚の熔岩流からな 

り，緩傾斜の熔岩台地地形をとどめている。下部の熔岩は普通輝石橄欖石粗粒玄武岩 

に属し，厚さ70m以下，粗粒，灰色，ときに多孔質である。上部の熔岩は普通輝石 

橄欖石玄武岩（Ⅳb ）に属し，厚さ90m内外，斑状，青灰色～暗青色，有色鉱物の 

増減が著しい。 

本岩類を構成している代表的な岩石を鏡下でみると次のとおりである。 

（鏡下）普通輝石橄欖石粗粒玄武岩（青谷町吉川南東方石切場)(巻末図版 ⅩⅣ） 

主成分鉱物：斜長石（曹灰長石)・橄欖右・普通輝石・磁鉄鉱・チタン鉄鉱 

副成分鉱物：鉄鉱・燐灰石 

本岩は顕著なオフィティック組織を示す。橄欖石は単独であるいは普通輝石に囲ま 

れて産する。これらのほかに斜長石の外縁をなしてアルカリ長石が存在する。主成分 

鉱物の結晶間を微細なアルカリ長石，針状の燐灰石および鉄鉱の集合体が充たして 

いる。まれではあるが小型の斜方輝石（淡褐色雲母を伴なうことがある）あるいは集 

片双晶を示す単斜輝石（ピジオン輝石？）が，橄欖石粒の表面から成長しているのが 

認められる。 

本岩の化学成分は第８表のとおりである。 

第９表（⑥） 

S i O 2 T i O 2 A l 2O 3 F e 2O 3 F e O  M n O  M g O  

49.42 1.21 16.74 5.00 5.62 0.22 7.31 

       

C a O  N a 2O  K 2O  P 2O 5 H 2O＋ H 2O－ T o t a l  

9.92 3.21 0.67 0.52 0.45 0.35 100.64 

分析者：地面調査所 倉沢 一 技官 

（鏡下）普通輝石橄欖石玄武岩（Ⅳb）（泊村小浜付近）（巻末図版 ⅩⅤ） 

斑晶：斜長石（曹灰長石)・橄欖石・普通輝石 

石基：間粒状および毛氈状組織（斜長石・橄欖石・単斜輝石・アルカリ長石・鉄 

鉱） 
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本岩の化学成分は第９表のとおりである。 

第10表（⑦） 

S i O 2 T i O 2 A l 2O 3 F e 2O 3 F e O  M n O  M g O  

47.80 1.47 18.45 3.94 5.80 0.16 6.46 

       

C a O  N a 2O  K 2O  P 2O 5 H 2O＋ H 2O－ T o t a l  

11.30 3.03 0.69 0.61 0.43 0.29 100.43 

分析者：地質調査所 倉沢 一 技官 

鉢伏山板状安山岩類 

本岩類は青谷図幅地域および倉吉図幅地域内北部に分布し，まれに凝灰角礫岩を伴 

なっている（例：青谷町葉寺南方）ことがあるが，大部分は熔岩からなり，緩傾斜 

の熔岩台地地形をとどめている。倉吉市北方では厚さ170m内外，鉢伏山付近では 

250m内外である。 

無斑晶安山岩・普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd，Ⅴe）および紫蘇輝石安山岩（Ⅰd） 

（ときに石英および角閃石の外来結晶を有する）に属し，暗灰色，無斑晶質（ときに 

少量の斑晶を有する）であって，板状節理の発達が他の岩類にべて著しい。 

本岩類を構成している岩石を鏡下でみると次のとおりである。 

（鏡下）普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd）（大部分はこの岩種に属する） 

斑晶：斜長石（曹灰長石)・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱 

石基：間状，毛氈状およびガラス基流晶質組織（斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ 

鉄鉱・アルカリ長石・パーガス石） 

御冠山安山岩類 

本岩類は青谷図幅地域および倉吉図幅地域内北部に分布し，熔岩のみからなり，緩 

傾斜の熔岩台地地形をとどめている。紫蘇輝石角閃石安山岩（Ⅶd）および角閃石紫蘇 

輝石安山岩（Ⅶe）に属し，厚さ180m内外，斑状，暗灰色～灰色，石基中に不均質 

に斑晶が点在している。 

本岩類を構成している代表的な岩石を鏡下でみると次のとおりである。 

（鏡下）紫蘇輝石角閃石安山岩（Ⅶd）（羽合町南谷東方） 
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斑晶：斜長石（中性長石～曹灰長石)・角閃石・紫蘇輝石 

石基：毛氈状およびガラス基流晶質組織（斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱・ 

ガラス） 

（鏡下）角閃石紫蘇輝石安山岩（Ⅶe）（東郷町方地西方）（巻末図版 ⅩⅥ） 

斑晶：斜長石（中性長石～曹灰長石)・紫蘇輝石・角閃石 

石基：毛氈状～ガラス基流晶質組織（斜長石・斜方輝石・鉄鉱・ガラス） 

本岩の化学成分は第10表のとおりである。 

第11表（⑧） 

S i O 2 T i O 2 A l 2O 3 F e 2O 3 F e O  M n O  M g O  

58.32 0.60 19.06 2.40 3.12 0.12 3.49 

       

C a O  N a 2O  K 2O  P 2O 5 H 2O＋ H 2O－ T o t a l  

7.15 4.04 1.45 0.20 0.39 0.22 100.56 

分析者：地質調査所 倉沢 一 技官 

三徳山安山岩類 

本岩類は倉吉図幅地域内東部に分布し，ほとんど熔岩からなり，羽衣石東方では厚 

さ130m 内外，飯盛山付近では170m 内外，三徳山付近では300m 以上に達する。 

斑状，暗灰色～灰色，有色鉱物全体の量の増減および有色鉱物相互間の量比の変化が 

著しく，安山岩から流岩と呼ばれるものまである。 

本岩類を構成している代表的な岩石を鏡下でみると次のとおりである。 

（鏡下）角閃石紫蘇輝石安山岩（Ⅶd）（三朝町坂本北東方山稜） 

斑晶：斜長石（中性長石～曹灰長石)・紫蘇輝石・角閃石・石英・鉄鉱 

石基：微晶質，毛氈状およびガラス基流晶質組織（斜長石・単斜輝石・斜方輝石・ 

鉄鉱・ガラス） 

（鏡下）角閃石普通輝石含有紫蘇輝石安山岩（Ⅵd）（三朝町高橋東方） 

斑晶：斜長石（中性長石～曹灰長石)・紫蘇輝石・普通輝石・角閃石・石英・鉄鉱 

石基：ガラス基流晶質および毛氈状組織（斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱・ 

ガラス） 

（鏡下） 紫蘇輝石角閃石安山岩（三朝町吉原南東方） 

斑晶：斜長石（中性長石)・角閃石・紫蘇輝石・石英・鉄鉱 
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石基：微晶質組織 

（鏡下）普通輝石紫蘇輝石角閃石安山岩（東郷町羽衣石東方） 

斑晶：斜長石（中性長石～曹灰長石)・角閃石・紫蘇輝石・普通輝石・石英・鉄鉱 

石基：微晶質組織 

（鏡下）角閃石石英安山岩（倉吉市岩倉東方） 

斑晶：石英・斜長石（中性長石)・角閃石・鉄鉱 

石基：微晶質組織 

（鏡下）普通輝石紫蘇輝石含有角閃石黒雲母流岩（三朝町田郎田屋敷北方） 

（巻末図版 ⅩⅦ） 

斑晶：斜長石（灰曹長石～中性長石)・黒雲母・角閃石・紫蘇輝石・普通輝石 

鉄鉱および少量のサニディン 

石基：微晶質組織 

本岩の化学成分は第11表のとおりである。 

第12表（⑨） 

S i O 2 T i O 2 A l 2O 3 F e 2O 3 F e O  M n O  M g O  

67.90 0.31 15.84 2.21 0.78 0.09 0.61 

       

C a O  N a 2O  K 2O  P 2O 5 H 2O＋ H 2O－ T o t a l  

2.06 4.87 3.83 0.11 0.86 1.29 100.76 

分析者：地質調査所 倉沢 一 技官 

俵原板状安山岩類 

本岩類は倉吉図幅地域内中東部に分布し，前記の各岩類を被覆している。熔岩のみ 

からなり，緩傾斜の熔岩台地地形をとどめている。厚さは110m内外であって，前 

記の鉢伏山板状安山岩類ときわめてよく似ていて区別が困難である。本岩類を構成し 

ている代表的な岩石は，無斑晶安山岩および普通輝石紫蘇輝石安山岩である。 

Ⅱ.５.２ 倉吉図幅－奥津図幅地域 

“鮮新世”火山岩類 

本岩類は倉吉図幅地域の南東部に分布し，さらに南方に続いて奥津図幅地域内にも 
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かなり広い分布を示している。岩質により，下位から丹戸凝灰角礫岩層（高清水玄武 

岩類を挾有している）および中津河安山岩類に分けられる。南に続く人形峠地域（奥 

津図幅地域内）には，これらの下位に礫岩および泥岩などからなる人形峠礫岩層があ 

るが，本図幅地域には分布していない。なお，以下の記述では，高清水玄武岩類は丹 

戸凝灰角礫岩類の項のなかで説明することにし別項を設けない。 

丹戸凝灰角礫岩類（高清水玄武岩類を含む） 

本岩類の標式地は三朝町丹戸南南東の谷の上流付近であって，厚さ130～220mで 

ある。本岩類の下位には高清水玄武岩類を挾有しており，岩質により下位から（Ⅰ） 

安山岩質凝灰角礫岩を主とする部分，(Ⅱ）玄武岩および同質の凝灰角礫岩を主とす 

る部分（高清水玄武岩類）および（Ⅲ）安山岩質火山礫凝灰岩を主とし，下部に砕屑 

岩を挾有している部分に分けることができる（第３図および第４図参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３図 丹戸凝灰角礫岩類岩相模式図 

本岩類と中生代迸入岩類との関係は２，３の谷で観察できる。山の南南東方の谷 

の海抜約820m の地点では，花崗岩類の風化面を北に5ﾟ内外傾斜する高清水玄武岩 

類（厚さ10m以上）の玄武岩熔岩流が直接被覆し，こゝでは前記の（Ⅰ）の部分を 

完全に欠いている。丹戸の南南東方の谷の海抜730m内外の地点では，花崗岩類の 

走向N 75ﾟW ，傾斜20ﾟS 内外の風化面を（Ⅰ）の部分に属する安山岩質凝灰角礫岩 

が直接被覆している。この両者の接触面から，約0.7～1.5mの間の安山岩質凝灰角 

礫岩の基地中に花崗岩類の風化産物が多量に混入している。 
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第４図 丹戸凝灰角礫岩類（高清水玄武岩類を含む）の柱状図 

（Ⅰ）安山岩質疑灰角礫岩を主とする部分 この部分は安山岩質凝灰角礫岩を主と 

し，火山礫凝灰岩・凝灰岩および砂岩を挾有している。山南東方では（Ⅱ）が直接 

花崗岩類を被覆してこの部分を欠いているが，東方に行くにしたがい，90m，120m 

と順次厚さを増し，菅ガ谷東方では140m以上となる。 

角礫の岩質は，暗灰色，斑状，堅であるがやゝ粗鬆なものが多い。代表的な角礫 

を鏡下でみると次のとおりである。 

（鏡下）角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩（三朝町山東方の谷） 

斑晶：斜長石（中性長石)・紫蘇輝石・普通輝石・角閃石（小型)・鉄鉱 

石基：ガラス質～隠微晶質組織 

（鏡下）紫蘇輝石角閃石安山岩（県境三角点1045.0高地南東方1k mの地点） 
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斑晶：斜長石（中性長石)・角閃石（オパサイト)・紫蘇輝石・鉄鉱 

石基：ガラス質～隠微晶質組織 

（Ⅱ）玄武岩および同質の凝灰角礫岩を主とする部分（高清水玄武岩類） この部 

分は玄武岩の熔岩流（厚さ10～15m）と同質の角礫（ときに安山岩質のものもあり） 

を有する凝灰角礫岩からなり，所により火山礫凝灰岩および凝灰岩を挾有している。 

厚さは20m内外である。熔岩流をなす岩石は，暗灰色～青灰色，斑状，堅であっ 

て，鏡下でみると次のとおりである。 

（鏡下）普通輝石橄欖石玄武岩（Ⅳb）（三朝町丹戸南方） 

斑晶：斜長石（曹灰長石)・橄欖石・普通輝石 

石基：間粒状もしくは間状組織（斜長石・橄欖石・単斜輝石・鉄鉱・アルカリ 

長石・金雲母） 

本岩の化学成分は第12表のとおりである。 

第13表（③） 

S i O 2 T i O 2 A l 2O 3 F e 2O 3 F e O  M n O  M g O  

48.10 1.39 17.68 2.12 7.61 0.16 7.04 

       

C a O  N a 2O  K 2O  P 2O 5 H 2O＋ H 2O－ T o t a l  

11.02 3.27 0.92 0.48 0.31 0.40 100.50 

分析者：地質調査所 倉沢 一 技官 

（Ⅲ）安山岩質火山礫凝灰岩を主とし，下部に砕岩を挾有している部分 この部 

分は安山岩質火山礫凝灰岩を主とし，凝灰角礫岩および凝灰岩を挾有し，東方地域に 

行くに従い凝灰角礫岩が多くなる。下部には泥岩・砂岩・礫岩・凝灰角礫岩・火山礫 

凝灰岩および凝灰岩の互層をなす部分があり，厚さは20m内外である。このような 

砕屑岩を比較的厚く挾有しているのは西方地域，すなわち山南方地域に限られ，よ 

り東方地域では砂岩の薄層を数層挾んでいるが，きわめて薄く，また擬灰質であって 

純粋の砕屑岩はない。山南方のものも一般に凝灰質であり，礫岩もほとんど火山性 

物質から構成されている。火山礫凝灰岩中には，(Ⅰ）のようなものと，より酸性の小 

さな円礫ないし角礫を多数含有しているが，東方に多い凝灰角礫岩は（Ⅰ）と区別が 

つかない。 
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中津河安山岩類 

本岩類の標式地は上原村中津河付近であって，厚さは100～150mである。倉吉 

図幅地域内南東端部にわずかに分布していて，主として熔岩からなる。厚さは120m 

内外であって，緩傾斜の熔岩台地地形を残している。無斑晶質のものから斑状のもの 

までいろいろあり，暗灰色～灰色であって，本図幅地域内の代表的な岩石を鏡下でみ 

ると次のとおりである。 

（鏡下）無斑晶安山岩（三朝町山南方の県境） 

斑晶：斜長石（きわめて少量)・角閃石（オパサイト，少量） 

石基：微晶質組織 

（鏡下）普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd）（三朝町菅ガ谷南方県境） 

斑晶：斜長石（曹灰長石)・紫蘇輝石・普通輝石 

石基：毛氈状組織（斜長石・単斜輝石・斜方輝石・アルカリ長石・金雲母・鉄 

鉱） 

 

Ⅱ.６ 第 四 系 

本地域の第四系は，大山火山砕屑岩類・段丘堆積層・冲積層によって構成される｡ 

なお，海岸地域に発達する砂丘についてもこゝで簡単に触れる。 

Ⅱ.６.１ 大山凝灰角礫岩 

倉吉図幅地域内西部に広く分布しているローム層は，大山火山山頂の方向に分布高 

度を漸次増しているので，ローム層の下位にも大山凝灰角礫岩が広く存在していると 

推察されるが，明らかに露出しているのは，灘手村別所部落付近と，倉吉市街の小鴨 

川を隔てた対岸の巌城付近との２ヵ所である。前者では半坂部落におもむく途中の道 

路にって見られ，拳大以下の輝石安山岩や角閃安山岩の角礫が火山灰とともに凝結 

したもので，甚だしく粘土化し全体として灰紫色を呈している。なお，この上に成層 

した細粒砂層が部分的に載っていることがある。後者では，拳大以下の輝石安山岩お 

よび角閃安山岩のやゝ円味を帯びた角礫が灰褐色火山岩とともに凝結したものであ 

る。その他ローム層の分布区域のうち，新期の火山岩類と接触する付近で，しばしば 

著しく風化し粘土化した凝灰角礫岩がみいだされることがある。露出が局部的なの 

で，地質図には省略してあるが，同じく大山凝灰角礫岩と思われる。 
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Ⅱ.６.２ ロ ー ム 層 

本層および軽石層は，倉吉図幅地域内に広く分布しているが，比的厚い西端部地 

域の本層のみ地質図に記入し，他の地域のものは省略してある。こゝでは，西端部地 

域に広く分布するものを主とし，さらに倉吉市東方の駄経寺において見られる新旧ロ 

ーム層について簡単に触れることにする。 

まず，西端部地域のローム層は主として褐色ロームからなり，この上に灰青色ロー 

ムを載せ，所により軽石層をさらに載せている。褐色ロームは粘土質で厚さは大体数 

m以下であるが，10mに近いこともある。高城山に近い下福田～下米積部落付近や 

上小鴨駅西方および関金駅北方台地登り口付近などで，褐色ロームの下位に厚さ2m 

前後のよく水磨された円礫層が見られることがある。灰青色ロームはときに灰黄色を 

示し，凝灰質で軽石片を混じえることがあり，成層していることが多い。厚さは大体数 

10c m で1m に近いこともある。軽石層は，拳大～クルミ大以下の軽石の集積から 

なり，全体として灰黄色を呈し，軽石は著しく風化しているため検鏡不能である。ま 

た軽石の代わりに白色凝灰岩の見られる箇所もある。この軽石層は局部的で，もっと 

も厚いのは倉吉市街西方の新倉吉駅付近で5mあり，その北西方の大谷部落付近で 

は3m であるが，一般に1～1.5m のことが多い。軽石層は幅1.5～2.5k m の帯を 

なして，１つは南西方向にび，厚さの変化は著しいが次第に薄くなり，関金駅北方 

の仙隠付近では大体50c m以下となる。また他の１つは北方へび大谷茶屋では厚 

さ2m あり，次第に薄くなりつゝ谷間の道路いに分布し，灘付近では厚さ1.5m 

である。以上の連続した分布と離れて，部分的に軽石層の堆積がみられることがあり， 

灘手村谷部落付近で厚さ約0.8m ，半坂部落西方約1.6k m の道路際では厚さ約2m 

ある。軽石は移動し易いため当時の谷間の低地に集まったためであろう。軽石層の上 

部は風化し，褐色土壌に潮移しその上に黒色土壌が載っている。しかし関金・上小鴨 

両駅北方台地では褐色土壌の上に軽石混じり砂層または凝灰質粘土層が1～2mの厚 

さで載り，その上に黒色土壌が重なる。 

次に，倉吉市街東部の駄経寺にある崖の上半部に良好な露出を示すローム層につい 

て触れる。ローム層は，上述の西端部地域にもっとも厚く，かつ標式的に分布してい 

るが，その一部のものはいろいろ厚さの変化を示して図幅地域全域を覆っている。駄 

経寺のローム層もその一例を示しているわけである。 
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駄経寺の崖のスケッチは第２図に示してあり，下部のH 2～Eについては駄経寺礫 

層の項で記述してある。こゝではこの上に重なるローム層（D 2～A 1）について記す。 

ローム層は第２図に示されるように，構造的に下部ロームと上部ロームの新旧２期 

の産物に分けられ，また内容的には下部ロームは下位からⅠ(D 2，D 1）およびⅡ(C， 

B )，上部ロームはA 2，A 1に区分される。各区分単位の色調や内容などについては35 

頁に示してあるので省略し，こゝではそのうちのいくつかについて，そのなかに含ま 

れる構成鉱物の内容を記しておく註9)。 

最下位の下部ロームⅠ中の砂質ローム層（D 2）の灰褐色部には，磁鉄鉱・石英・ジ 

ルコン・黒雲母・長石が含まれ，これは花崗岩構成物質に相当し，これより上位の火 

山性物質からなるローム層とは性質が異なっている。この上位の下部ロームⅡの黄褐 

色含軽石ローム層（C）には，黒雲母・ジルコン・角閃石・斜長石が含まれ，黒雲母 

角閃石安山岩質といえる。この上位の上部ローム層下部（A 2）は，ジルコン・黒雲 

母・紫蘇輝石・磁鉄鉱・斜長石・角閃石を含み，黒雲母含有紫蘇輝石角閃石安山岩質 

といえる。上部（A 1）には磁鉄鉱・紫蘇輝石・角閃石・斜長石を含み，紫蘇輝石角閃 

石安山岩質といえる。 

Ⅱ.６.３ 段 丘 堆 積 層 

この地域には段丘の発達が貧弱で，竹田川および小鹿川岸の一部にわずかに発達 

するに過ぎない。堆積層は礫層・砂層・粘土層などからなる。小鹿川上流のものは， 

岩屑の堆積に類するものがある。なお，海岸段丘の発達はこの地域では認められない。 

Ⅱ.６.４ 砂  丘 

倉吉図幅および青谷図幅地域内の海岸にって砂丘が発達している。北条町下北条 

駅北方では，幅1.5k m 内外，高さ30m に達している。砂丘を構成する物質は，現 

在の海浜を構成する堆積物質と同じものである。鳥取市近傍の砂丘では，ローム層を 

境界として古期の砂丘と新期の砂丘とが区別されるが，この地域では，今のところこ 

の点に関する野外資料は得られていない。 

なお，地形の項でも触れたように，この砂丘群の特色は，この地域を中心として鳥 

 

註９）構成鉱物の摘出，決定は当所一色直記技官が行なった。 
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取県－島根県の海岸地域の諸処に発達する諸砂丘群と異なって，砂丘列が現在の海 

岸線に平行関係になく，ほゞ垂直に近い角度で配列している点にあるといわれてい 

る22）。 

Ⅱ.６.５ 冲 積 層 

本地域の冲積層のほとんどすべては，小鴨川流域およびこれが竹田川と合流した天 

神川の下流域に分布する。東郷池畔の松崎温泉における試錐の資料3）によれば，冲積 

層は砂層および粘土からなり，厚さは15～20mである。なお，同池北西畔では冲積 

層上部に含炭質物粘土層があり，小規模の天然ガス発生の起源と考えられている。 

 

 

Ⅲ. 応 用 地 質 

 

この地域の鉱床としては，広く分布する花崗岩類を主とする中生代迸入岩類，とく 

に最末期の第３期花崗岩類（小鴨花崗岩）に伴なう小規模の各種金属鉱床がおもなる 

ものである。これらのうち，南接する奥津図幅地域内の人形峠鉱床とともに，倉吉近 

傍および南方地域あるいは新第三系下底部に賦存するウラン鉱床は近時発見され，そ 

の一部は現在探鉱されている。なお，非金属鉱床としては非常に小規模であるが，中 

生代迸入岩類に伴なう絹雲母鉱床，および“中新世後期”火山岩類中に亜炭鉱床が見 

られる。 

倉吉北方の由良海岸では戦時中砂鉄を採取した由であるが，その後の調査11）によれ 

ば砂鉄層は非常に貧弱で，採取に値するものは存在しないとのことなので，こゝには 

記述しないことにする。また，西部地域の大山火山に由来する火山砕屑岩類中の粘土 

層には，A l 2O 3を30％前後含有する場合があって，戦時中にはアルミニウム鉱床と 

して稼行準備を行なったことが報告されている10）。 

なお，以下の記述のうち，非堆積型ウラン鉱床および高城モリブデン鉱床について 

は，当所鉱床部石原舜三技官に記述をわづらわし，また上井・下余戸・余川谷・伊木・ 

吉原の各鉱床については，本図幅調査とほゞ同時期に平行して調査を行なわれた鳥取 

県地下資源開発局斎下康彦・安田満夫両技師に資料を戴いた。 
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Ⅲ.１ 金 属 鉱 床 

 

Ⅲ.１.１ ウ ラ ン 鉱 床 

非堆積型ウラン鉱床 

本地域内には1955年のウランの碓認とともに急速に開発された歩谷鉱床註10)・円 

谷鉱床などで代表される含ウラン非堆積型鉱床が多数分布している。いずれも中生代 

迸入岩類の第３期花崗岩類（小鴨花崗岩）に胚胎されており，ほゞ同花崗岩体の伸び 

の方向にって点在している。これらの含ウラン鉱床は，倉吉鉱山の名のもとに1956 

年以降一括して開発され，円谷鉱床・歩谷鉱床については1959年6月まで探鉱が続 

けられた。 

倉吉鉱山は北から砂掘・円谷・歩谷・横路谷および広瀬の各鉱床からなり，これら 

がN E－S Wの方向性を示して分布していることは，鉱脈が同系列であることと関連 

して興味深い事実である。 

これらのうち，砂掘および横路谷鉱床は不規則塊状の鉱染状鉱床であり，円谷およ 

び歩谷鉱床は鉱脈鉱床，広瀬鉱床は優黒色岩塊の一部に伴なわれるウラン鉱床である。 

砂掘鉱床 円谷鉱床の北端部にあたり，円谷鉱床の追跡中に発見され，かつてトレ 

ンチによって探鉱された。不規則塊状に熱水変質をうけ，絹雲母・緑泥石を生じ，そ 

れに黄鉄鉱が鉱染し，“褐鉄鉱”が斑点状に汚染する。 

ウラン品位は最高0.03％ U 3O 8である。 

円谷鉱床 昭和31年8月地質調査所の一連のウラン探査中に発見された鉱床で， 

倉吉市円谷部落南南東約4.5k m に位置する。その後原子燃料公社によって開発さ 

れ，現在は車道が通じ 利である。 

鉱床は花崗岩中の走向N 60ﾟE ，傾斜80ﾟN W の破砕帯にって発達する粘土脈お 

よび石英脈からなる。開発当初のピットで,弱粘土化花崗岩を両盤とする最大幅1.5m 

の破砕帯には，緑泥石化花崗岩片の間を充して著しく粘土化された部分があり，微粒 

の輝水鉱の鉱染部と径数c m程度の石英の小塊を伴なっていた。この破砕帯のな 

かを5～15c mで少量の黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉱を伴なう石英脈が貫いている。 

 

註10）旧小鴨鉱山は歩谷鉱床の一部である。 
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放射能異状は粘土化した破砕部でもっとも強く，強放射性鉱物註11)は黒色煤状の薄 

膜で，石英・粘土および微細な輝水鉱・黄鉄鉱を伴なっていた。 

円谷鉱床はその後１号坑で約160m 余，30m 下部の２号坑で約500m ，さらに 

－30mの下一番坑で150m，それぞれ鉱脈の走向長を追跡している。これによっ 

て鉱床は走向長に約400m，傾斜方向に約70mまで連続性が碓認されている。 

鉱床の規模については，原子燃料公社により次のように算定されている。 

 西    部 東    部 

推 定 鉱 量 2,090 t  0.014％  

予 想 鉱 量 
897 t  

14,186 t  
0.008％ 

0.016％ 

10,144 t
 

0.006％ 

 

鉱床の性格は，下部においても露頭部ピットで観察されたものと類似している。主 

として粘土化破砕帯からなり，局部的に硫化鉱物を伴なう石英脈が見られる。富鉱部 

の一例として，１号坑口から2～3mの地点では，絹雲母・緑泥石化花崗岩に挾まれ 

て，上盤から粘土化帯（5～10c m)，硫化鉱物鉱染帯（5c m内外)，石英脈（2～4c m） 

となっている。一般には，破砕帯を主体とし，幅最大約1mで，絹雲母・カオリン 

を主とする粘土からなっている。 

本鉱床には鉱脈に斜する安山岩および珪質岩脈の発達が著しく，とくに１号坑口 

と２号坑口との間では，鉱脈は支離滅裂に寸断され不連続帯をなしている。これらの 

岩脈類の走向は，ごく概括的にはN N E－S S W系であり粘土化作用が著しい。 

現在までに確認されているウラン鉱物はコッフィナイトおよび燐灰ウラン鉱であ 

る。前者は，a）黒色粘土帯中に黄鉄鉱を被覆し，または平球状外形を示して産する 

もの，b）モンモリロナイト化した部分との接触部の下盤際で，花崗岩の表面に薄く 

産するものとがみられる。後者は上記b）の上盤際の珪質岩中に散点するほか，常に 

モンモリロナイト化岩脈のなかに見られる。 

ウラン鉱物が碓認された場合を除けば，一般にウラン品位は輝水鉱・閃亜鉱・ 

黄銅鉱および黄鉄鉱を伴なう石英－粘土脈が高く，脈品位で0.0n－0.n％ U 3O 8程度 

 

註11）その後探鉱坑道で得られた同様の試料について地質調査所および原子燃料公社によってX線粉末回折 

像からコッフィナイト（Coffn i t e）が同定された。 
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が検出されるが，粘土脈のみからなる場合は0.00n ％ U 3O 8となり，これらは粘土 

鉱物によるウランの吸着が考えられる。 

歩谷鉱床 本鉱床の旧坑地並の鉱床調査は浜地・関根・石原でなされ，すでに報 

告27）したので詳細については略する。 

その後本鉱床の開発が進み，旧坑地並より下部に－30mの地並差で，大切坑・下 

一番坑および下二番坑と開発された。 

旧坑で約200m 追跡されていた本は，大切坑で約400m ，下一番坑で約150m ， 

下二番坑で数10m 探鉱されている。このほか大切坑で１号を100m 弱，２号 

で約200m探鉱している。 

本は走向N 40～60ﾟE ，傾斜70～80ﾟN W で，富鉱部では最大幅70～80c m で， 

その部分では鉱脈は粘土帯・石英脈および鉱染帯から構成されている。両盤の花崗岩 

は，珪化，赤鉄鉱化，緑泥石化および各種粘土化作用などの変質作用を受けている。 

粘土帯は，モンモリロナイト・カオリンおよび絹雲母からなり，硫化鉱物は黄鉄鉱・ 

硫砒鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉱および方鉱が，石英脈やその周囲の鉱染帯に見られる。 

本は大切坑地並でもっとも肥大し，より下部では脈が分岐して徐々に劣勢とな 

る。傾斜も下一番坑地並ではほゞ直立に近く，下二番坑ではS E傾斜となり，鉱脈の 

断面は弓状に彎曲している。鉱脈はカオリン・モンモリロナイト・絹雲母および緑泥 

石からなる粘土脈を主体にし，一部に硫化鉱物－石英脈を含んでいる。 

ウランの品位については，たとえば，最高脈品位の大切坑地並の本着脈点より 

N －S押坑道に114m 間の平均脈品位（幅27c m ）は 0.042％ U 3O 8である。そ 

の他旧坑地並44m間については脈幅40c m ，品位 0.021％ U 3O 8，下一番坑地並 

64m間は脈幅54c m，品位 0.037％ U 3O 8である註12)。 

以上の結果その他から，富鉱部は大切坑を中心としてほゞ円形－楕円形の断面で表 

わせるものと,思われる。 

一般的にいえば，富鉱部は，破砕構造が著しいとともに各種の粘土化作用を著しく 

受け，なかでも黒色を帯びた石英や緑泥石が発達し，それに伴なわれて種々の硫化鉱 

物の多い部分である。 

ウランは，1）鉱物として産するものと，2）粘土鉱物に吸着されているものとがあ 

 

註12）原子燃料公社資料による。 
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るものと思われ，前者にはコッフィナイトおよび燐灰ウラン鉱がある。コッフィナイ 

トは，a）硫砒鉄鉱・石英間に沿ったり，両者を埋めたりして見られるもの（旧坑地 

並)，b）花崗岩中に鉱染する黄鉄鉱粒の周辺と共生するもの（大切地並）とがある。 

燐灰ウラン鉱は，旧坑の一部や，大切坑地並で１号脈に貫入した粘土化安山岩の一部 

に鉱染している。 

現在までの予想鉱量，推定鉱量は下記のとおりである註13)。 

   U 3O 8 

１  号   予 想 鉱 量 957 t  
815 

0.008％

0.006 

２  号   予 想 鉱 量 5,373 
5,800 

0.017 
0.013 

本      推 定 鉱 量 

予 想 鉱 量 
16,770 
39,941 

0.028 
0.028 

総     計 推 定 鉱 量 
予 想 鉱 量 

16,770 
52,886 

 

横路谷鉱床 横路谷鉱床は菅原部落の南西方約500mにあって，前記歩谷鉱床の 

ちょうどS W長上に位置している。 

絹雲母化を主とする変質を受けた花崗岩を母岩とし，N 60ﾟE 方向に約20m 間隔 

で４個の塊状鉱体が配列している。鉱体の周辺は断層および節理で支配される場合 

と，アプライトおよび安山岩脈で境される場合とがあり，ウラン品位の高い部分は黄 

鉄鉱－方鉱－緑泥石－燐灰ウラン鉱－銅砒ウラン鉱の組み合せからなる部分であ 

り，塊状部で最高0.05％ U 3O 8程度であるが，その周辺の変質帯では0.01％ U 3O 8 

以下であったといわれている。 

その他 上記横路谷鉱床のS W 方向にやゝ離れて広瀬鉱床がある。広瀬鉱床は広 

瀬部落の南方約2.5k mにあって，1956年夏の地質調査所の一連の探査で発見され， 

以後わずかに坑道探鉱された。 

鉱床はかなり広い分布を示すアプライト質花崗岩の北端部内に捕獲岩塊として包有 

 

註13）原子燃料公社資料による。 

約70,000 t
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されている数10c m～数mの優黒色塊状岩塊で，林道にった崖の一部に露出して 

いる。この優黒色岩塊については岡田茂の報告がある。黒雲母は一部で緑泥石化し， 

硫化鉱物をしばしば伴なっている。 

放射能異常はその一部で認められ，最高ウラン品位は0.018％ Uを示した。 

このほか，丸山修司・小尾五明および小泉久直によって確認された含ウラン露頭に， 

下記のものがある。 

 

a）田郎田屋敷（東伯郡三朝町田郎田屋敷部落入口のバス道横にある） 

花崗岩中の粘土化安山岩で，幅50c m，走向N20ﾟE ，傾斜85ﾟS E ，一部に褐鉄鉱 

を伴ない，自然数の3.5倍，0.085m R /h r 註14)，ウラン品位は0.024％ U 3O 8を示 

した。 

 

b）助谷（三朝町助谷部落西方1k mにある） 

走向N -S ，傾斜80ﾟW ，幅1m 内外の粘土化安山岩で，自然数の２～３倍，0.1 

m R /h rを示し，肉眼的に燐灰ウラン鉱を認めた。 

 

c）牧（三朝町牧部落南西1.5k mにある） 

走向N 20ﾟE，傾斜80ﾟN W ，幅1～2mの粘土化安山岩が自然数の２～３倍の異常 

を示している。 

堆積型ウラン鉱床 

図幅地域南東部の脊梁の南側（奥津図幅地域内）にあたる人形峠付近に，1955年に 

堆積型ウラン鉱床が発見されて以来，同種鉱床の発見のための調査が行なわれ，その 

結果図幅地域東半部の各所で，新第三系下底部に堆積型ウラン鉱床が発見され，その 

一部は現在原子燃料公社により探鉱が進められている。 

この地域の新第三系は，第５表に示すように，いろいろの層準のものが花崗岩類の 

基質の上に乗っている。このうち堆積型ウラン鉱床が発達するのは，“中新世後期” 

火山岩類および倉吉図幅－奥津図幅地域の“鮮新世”火山岩類の下底部で，ほとんど 

 

註14）Nucl iomete r (Geige r Counte r) Detec t ron, U.S.A. により測定。 
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熔岩のみからなる青谷図幅－倉吉図幅地域の“鮮新世”火山岩類の場合には，今のと 

ころ鉱床の存在は認められていない。 

これら両火山岩類の下底部で放射能異常あるいは２次的含ウラン鉱物の存在が認め 

られる地域は，南東部地域の丹戸南方および北方一帯，および東郷池南東の別所の東 

方山稜部の２ヵ所で，いずれも原子燃料公社により探鉱中であり，とくに別所地域で 

は探鉱坑道が掘進されている。なお，三朝温泉南東の吉田付近でも，“中新世後期” 

火山岩類の下底部に放射能異常を示すところがある由である。 

まず，丹戸地域の“鮮新世”火山岩類下底部付近の状態を大づかみにまとめれば， 

下位から（１）上端部にO～1.5m前後の厚さの風化部をもつ基盤の花崗岩類。(２） 

花崗質砂層。このなかには花崗岩礫あるいは安山岩礫が含まれ，厚さはO～6m前後 

である。(３）丹戸凝灰角礫岩および高清水玄武岩類に相当するもので，安山岩質凝灰 

角礫岩・火山礫凝灰岩などからなる火山砕屑岩類が主体を構成し，この下底に近い部 

分に１枚あるいは２枚の玄武岩熔岩がある場合が多い。これら（１)～(３）のうらで含 

ウラン層に相当するものは（２）である。現在，原子燃料公社倉吉出張所では，この地 

域の神倉部落に事業所を置き，トレンチやボーリングなどにより探鉱を進めている。 

次に，北方の別所地域の含ウラン層は，図幅調査実施末期には小露頭が発見されて 

いたのみであったが，その後原子燃料公社により探鉱が進められ，現在は探鉱坑道が 

掘進されている。なお同地には同社倉吉出張所により探鉱のための事業所が設けられ 

ている。 

同所の資料を総合すれば，この地域は，基盤の花崗岩の上に下位から（１）厚さ0～ 

2mの花崗質砂層，(２）厚さ1.5～2.0mの白色粘土（花崗岩および安山岩の礫を含 

み，上部は黄色～黄褐色)，(３）花崗質砂層を混在する褐色～緑褐色凝灰岩～火山礫 

凝灰岩（厚さ1.5～8m )，(４）厚さ1～5mのココア色凝灰岩，(５）玄武岩熔岩，と 

なっている。これらの（１)～(５）のうち含ウラン層に相当するものは（１)～(３）であ 

るが，現在のところでは（２）および（３)，とくに（３）に高放射能異常が認められて 

いるとのことである。 

 

Ⅲ.１.２ 上井含マンガン磁鉄鉱鉱床 

鉱床露頭は，山陰本線上井駅東方1.5k m地赤道の北側民家裏にあり，露頭に近 
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接して南側に県道が通じている。 

鉱床は露頭に過ぎず未稼行である。 

付近の地質は，中生代火山岩類に属する流岩，これより新期の中生代迸入岩類の 

第３期迸入岩の周縁相に相当する細粒黒雲母花崗岩，およびこれらを覆う“鮮新世” 

火山岩類に含まれる安山岩からなる。 

鉱床は，流岩中の熱水性裂罅充磁鉄鉱鉱脈で，露頭では４条の平行脈があり， 

鉱脈付近は黄鉄鉱の鉱染および珪化作用が認められる。鉱脈は磁鉄鉱・赤鉄鉱からな 

り，それに黄銅鉱・黄鉄鉱を少量伴なっている。上盤側から３条目が主脈であり，そ 

の走向N -S～N 10ﾟW，傾斜W30ﾟ，脈幅は1.0～1.2mである。 

鉱石分析2）は次のとおりである。 

品位 F e 42.45％，M n  12.13％ 

三井鉱業竹原製錬所分析 

 

Ⅲ.１.３ 下余戸磁鉄鉱鉱床 

鉱床は，倉吉市下余戸部落の東方約500m の地点にあり，標高240m 余の丘陵西 

麓に位置し，比高約100mの山腹に旧竪坑およびトレンチの跡がある。通の 良 

く，山陰本線上井駅から直距離南南東2k m，路線距離3.5k mである。 

鉱床付近の地質は，中生代火山岩類に属する流岩，これを貫く中生代迸入岩類の 

第３期迸入になる粗粒～中粒黒雲母花崗岩・細粒黒雲母花崗岩，およびこれらを覆う 

“鮮新世”火山岩類に属する玄武岩熔岩などからなる。鉱床は細粒黒雲母花崗岩中の 

裂罅充鉱脈に属し，走向N 85ﾟW ，傾斜N 80ﾟ，幅20～100c m に及ぶ膨縮するレ 

ンズ状を呈する長13m が確認される。竪坑下部において，磁鉄鉱80％以上を有 

する富鉱部があるのみで，他の露頭部においては中石や石英が多く，磁鉄鉱は10～ 

50％の品位である。ズリ中には黄鉄鉱・硫砒鉄鉱・磁鉄鉱の共生する鉱石がある。 

本鉱床は従来の調査記録によれば硫砒鉄鉱山とあるが，今回の調査によればむしろ 

磁鉄鉱鉱山というべきであろう。 

 

Ⅲ.１.４ 余川谷硫砒鉄鉱鉱床 

三朝町鴨北東方直距離3.5k m に位置し，鴨北方1.3k m の余川谷を遡ること 
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1.5k m，さらに支沢を北東に1.5k m，標高480mの地点に坑口がある。この間道 

路は険阻で車を通ぜず，交通の は甚だ悪い。 

付近の地質は中生代火山岩類およびこれを貫く中生代迸入岩類の第３期迸入にな 

る，中粒～粗粒黒雲母花崗岩からなる。 

鉱床は坑道崩壊のため入坑不能で詳かにし得ないが，花崗岩に接する中生代火山岩 

類の節理を充する硫砒鉄鉱を主とし，黄鉄鉱を伴なう硫砒鉄鉱鉱脈と考えられ，ズ 

リ中には硫砒鉄鉱の含まれる絹雲母石英脈片が認められる。 

 

Ⅲ.１.５ 高城モリブデン鉱床 

高城鉱山のモリブデン鉱床は，倉吉市沢谷字柳助に位置し，部落の北方直距離1k m 

にあり，倉吉市街の西方約8.5k mの沢谷まではバスを通ずる。 

本鉱山は第２次大戦以前に発見され，小規模に稼行されたが，昭和28年以降大陽 

鉱工株式会社の経営となる。 

昭和28～29年は探鉱を主とし，昭和30～31年に約300 t の粗鉱を生産した。粗 

鉱品位は，M o S 2 1％前後で，手選精鉱は2％程度であり，大東鉱山選鉱場へ送られ 

ている。昭和31年11月現在30㏋コンプレッサーを用い，月産粗鉱約30 t ，従 

業人員20名で，第１坑・第２坑と開坑し採掘されていたが，1958年末に新露頭が 

発見されたという。 

鉱床は中生代迸入岩類の第３期迸入になる黒雲母花崗岩（小鴨花崗岩）中の熱水性 

モリブデン石英脈で，主脈は１条，一般走向はN 20ﾟE，傾斜40～60ﾟS E，走向長 

約150m ，傾斜長50m 以上，脈幅最大30c m で，２ヵ所に富鉱体をもつ。鉱石 

は輝水鉱を主とし，少量の黄鉄鉱を伴ない，輝水鉱は微細なものを主とするが， 

一部は鱗片状のものもある。 

母岩の花崗岩は珪化作用，粘土化作用，緑泥石化作用をうけ，気成変質作用は認め 

られない。鉱脈の上下盤，中央を貫いて粘土化安山岩の岩脈が存在する。 

 

なお，図幅南東部地域の山部落の南方および北方付近には旧坑があるが，現在は 

出水のため坑内に入れず，鉱種や往時の状況は不明で，また調査報告などの資料も発 

表されたものはない。 
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Ⅲ.２ 非金属鉱床 

 

Ⅲ.２.１ 伊木絹雲母鉱床 

倉吉市伊木部落東方0.4k m ，標高55m に位置し，山陰本線上井駅から南方約2 

k mで達し，通の は良い。 

日本セリサイト工業株式会社が昭和30年7月に探鉱を開始し，昭和32年9月ま 

でに神戸製鋼に400tを出荷したというが，当時の鉱石品質などは不明，現在は休山 

中である。 

付近の地質は，中生代火山岩類に属する流岩からなり，この東方にはこれを貫く 

中生代迸入岩の第３期迸入になる花崗岩類が分布する。 

鉱床は流岩中の破砕帯にい，熱水変質作用によって生成された絹雲母鉱脈で， 

走向N 35～60ﾟE ，傾斜N 35～45ﾟである。走向長50m ，深さ20m ，脈幅0.3 

～1.0m，品位20％前後が見込まれる。 

変質帯は下盤側から，珪化帯→セリサイト帯→カオリナイト帯と累帯配列が見られ， 

第１坑40mでは走向N75ﾟE，傾斜N 30ﾟの断層によって切られている。 

鉱石は，一般に多少の黄鉄鉱を含むが，局部的に黄鉄鉱を伴なわず品質の優良なも 

のもあるが，その規模はごく小さい。旧採掘跡から推定すると，稼行当時は約幅員 

20m ，長20m 大の鉱体を想像しうるも，現在坑内では両端が尖滅する長10～ 

20m，脈幅10～20c mのものを２，３認めるのみである。 

 

Ⅲ.２.２ 吉原亜炭鉱床 

三朝町吉原北方約300m ，標高450m の沢に坑道を認め得るが，付近には現在亜 

炭層も亜炭の破片をも碓認できない。 

しかし，古く江戸時代から「五平田」の産地として知られ，奉行の命により試掘さ 

れたことがあるといわれる。 

付近の地質は中生代迸入岩類に属する花崗岩類，およびこれを被覆する“中新世後 

期”火山岩類からなる。堆積岩および火山岩類は，下位より流岩・流岩質凝灰角 

礫岩・泥岩・凝灰質砂岩・安山岩および同質凝灰角礫岩から構成されている。 

坑道では亜炭層も亜炭の破片も確認できなかったが，坑道の状況から泥岩と凝灰質 
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砂岩との互層部に，木質亜炭の薄層の存在が推定される。 

 

Ⅲ.３ 温  泉 

 

図幅地域の大部を占める中生代迸入岩類の第３期迸入になる黒雲母花崗岩（小鴨花 

崗岩）の分布地域内には，三朝温泉・東郷池畔の東郷松崎温泉・浅津温泉および関金 

温泉の４温泉が湧出している。 

この第３期花崗岩は，この地域のみならず，鳥取市地域あるいは松江市地域まで東 

西に亘り，広大な岩体を形成しているものと見られるが，各地に温泉が知られていて， 

この点この花崗岩のもつ特徴の一つに数えられるであろう。 

三朝温泉には岡山大学温泉研究所が設置されているが，以下の各温泉の記述は同研 

究所梅本春次教授によるものである。 

 

Ⅲ.３.１ 三
み

 朝
ささ

 温 泉 

分 布 

三朝温泉の各源泉は三徳川の河岸にって約1k mの間に東西に分布し（第５図参 

照)，河岸からの距離は１，２の例外を除けばすべて100m以内である。源泉の数は， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 三朝温泉主要源泉分布図 
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枕湯（浴場内に飲用として設けた源泉で，浴用とは別箇に約50c m平方の表面積を 

有する源泉）をも含めて約120mとなり，ほとんど全部の源泉が利用されている。 

なお，河底下からボーリングによって得られた源泉が２つある。 

源泉の分布と地質構造との関係については２，３の報告が知られているが，定説と 

いわれるようなものは知られていない。深度に関しては非常にまちまちで，浅いもの 

は地表下2～3m の深さのところから湧出しており（通称手掘りと称している)，深 

いものはボーリングによって300mの深度に達しているものがある。三徳川の南側 

の源泉は，４源泉以外はすべて地表下2～3mのところから湧出している源泉ばかり 

であるが，北側では約20源泉あまりはボーリングによって得られた源泉である。ボ 

ーリングによって採湯している源泉は全源泉の半数以下であるが，近時ボーリングに 

よって源泉を求める傾向が強く，次第にかゝる源泉の割合が増加しつゝある。 

 

湧出量・泉温 

湧出量は源泉ごとに非常に異なり，最高は約140l /m i n（動力揚水）で，最低は約 

2l /m i n であるが，一般には10～20l /m i n 程度のものが多い。この他は使用する状 

態においての湧出量で示されている場合もあり，また使用する状態における湧出量の 

測定が不可能な場合には，特殊な方法を利用して測定した値もある。 

泉温は最高約80ﾟC ，最低約36ﾟC であり，一般には50～60ﾟC の源泉が多い。こ 

の値もまた測定法によって異なってくるわけである。 

これらの数値を碓然と述べ難いのは自然変動があることと，まったく同一の方法で 

全源泉の値を測定することが困難であるからであり，源泉相互の値を比する場合は 

っきりした数字を挙げない方が適当と考えたからである。したがって三朝温泉におけ 

る湧出量・泉温の数値に関しては測定法の記載を併記しなければ，一義的に他の数値 

との比はできない。 

 

化 学 成 分 

三朝温泉の化学成分のおもなものは，陽イオンとしてはN a＋，K＋，C a2＋，M g2＋で 

あり，陰イオンとしてはC l －，H C O 3－，S O 4
2－で，他に珪酸，メタ硼酸がある。あえ 

て泉質の名称を挙げれば，単純泉，弱食塩泉または含重曹弱食塩泉という名称に属す 
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と考えられる。これらの名称とともに硫黄泉という名称を与え得るものもある。数源 

泉を除いては放射能泉である。ちなみに昭和26年鳥取県衛生研究所および岡山大学 

温泉研究所で行なった分析結果のうち，上述の泉質を代表するような源泉を選んで， 

第13表に分析表を示す。 

第13表に示されている成分以外の微量成分についても，C u，Z n，A s，F，チオ硫 

イオン，亜硫酸イオン，硝酸イオン，B r －，I －の定量が試みられ，N i，C oが検出さ 

れている。C u は1～6γ/ l ，Fは2～15m g / l ，チオ硫酸イオンは0.5m g / l 以下，亜 

第14表 

 株湯 山田区共同湯 斎木別館 赤崎屋 ヒスイの湯 

Na＋ 

K＋ 

Ca2＋ 

Mg2＋ 

Fe2＋ 

Mn2＋ 

Al3＋ 

NH4＋ 

Cl－ 

HCO3－ 

SO4
2－ 

HPO4
2－ 

S2O3
2－ 

遊 離 炭 酸 

硫 化 水 素 

珪 酸 

メ タ 硼 酸 

ラ ド ン 

201.5 

31.4 

16.6 

14.2 

0.3 

0.15

0.67

0.37

204.8 

257.7 

78.7 

0.33

1.67

17.6 

0.3 

102.2 

4.8 

10   

267.9 

39.2 

37.9 

3.06

0.44

0.40

0.70

痕  跡

402.7 

90.6 

98.0 

0.63

－   

52.9 

－   

126.3 

13.4 

17.7 

342.1 

14.8 

24.2 

1.73

0.16

0.71

0.58

1.85

423.5 

244.8 

84.0 

1.36

－   

11.7 

－   

62.9 

3.57

23.8 

438.5  

33.2  

25.5  

1.97 

0.23 

0.43 

0.26 

0.11 

552.0  

249.9  

86.4  

0.41 

0.08 

51.1  

2.53 

207.2  

5.05 

53.6  

244.9  

31.4  

18.0  

8.30 

0.25 

1.08 

0.55 

0.12 

309.2  

170.2  

78.7  

－    

－    

46.4  

－    

99.4  

5.4  

316    

泉 質 名 
単純泉 

放射能泉 

 
弱食塩泉 

放射能泉 
＊ 

含重曹食塩泉

放射能泉 

弱食塩泉

硫黄泉 

放射能泉

弱食塩泉
放射能泉

ラドン以外の濃度はm g /l 単位，ラドンはMache単位で示す。 

＊ S の定量値がないが，硫黄泉に属すことが知られている。 

大島良雄・御船政明・山田尚春・上山昭子：岡山大学温泉研究所報告，16,1（1961)；鳥取県温泉分析台 

帳による。 
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硫酸イオンは0.2m g /l 以下，硝酸イオンは0.00～5.6m g /l ，B r －は1.6m g /l ，Ⅰ－ 

は＜0.05m g /lという値が得られている。 

 

放射性核種 

三朝温泉の含有化学成分の特質は放射性核種が多量あることであり，ラドンは著量 

含有されており，572Mache（2080×10－10curie/l）というラドン含量を示した源泉も 

あり，この値は高温泉では本邦中もっとも高い値を示したもので，われわれの知る限 

りにおいてはイタリア・イスキア島のラコアメノ温泉（高温泉）に次ぐ値となってい 

る（3,850Mache)。なお泉温の低い鉱泉においては Oberschlena, Brambach，増富 

鉱泉，池田が高いラドン含量を示しており，高温泉とは比にならないくらい高い値 

である（10,000Mache前後)。なお三朝温泉では井戸水で温泉水よりも高いラドン含 

量のものがあることが知られている（1,000Mache前後を示すことがある)10）。 

三朝温泉におけるラドン含量は強放射能泉の例にもれず，地域的に異なり，三徳川 

の北側と南側にそれぞれラドン含量の高い源泉が一群をなして湧出しており，この２ 

群から遠ざかるとラドン含量は少なく，またボーリングによって得た源泉では動力 

用のせいもあってか，一般にラドン含量が低い。 

トロン含量についても測定が行なわれており，大橋天然霊泉で7×lO－8curie/l，三 

朝館月見の湯で1×10－9curie/l，また他の源泉のトロン含量についても報告されてい 

る。 

なお，ラドンおよびトロンの存在が知られている以上ウラン－ラジウム系列および 

トリウム系列の放射性核種の存在は当然考えられることで，ウラン－ラジウム系列で 

は，ラドンのほかにR a，R a A，R a B，R a C，R a Eが定量され，R aは1～20×l0－10 

cur ie/l，R a A，R a B，R a Cはラドンとの平衡量に近い値が得られており，R a Eは2 

×l0－12curie/lという値が知られている。トリウム系列では，T h，M s T hⅠ，R d T h， 

T h Ⅹ，T h B が定量されており，T h は0.5～72×10－5g /l ，M s T h Ⅰは1～55×l0－12 

c u r i e/l ，R d T h は0.1×10－5gT h u /l ，T h Ⅹは1～100×l0－12c u r i e/l ，T h B は6.3 

×10－11curie/lという値がそれぞれ示されている。これら放射性核種の含量は多くの 

源泉について，またたびたび測定されたとは限らないので，これらの数字は一応の規 

準を示すものと考えるのが適当であろう。 
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主成分相互の関係 

主成分中陽イオンのうちもっとも多いものはN a ＋で，K ＋，C a 2＋，M g 2＋はN a ＋ 

にべるとかに少ない。陰イオンではC l －がもっとも多く，H C O 3－，S O 4
2－がこ 

れに次ぐ。 

C l －含量とS O 4
2－含量の間には非常に良い正の相関関係が認められる（第６図参 

照)。すなわちこれらの化学成分はかなり深いところからともに温泉水に入って来て， 

各源泉におけるこれらの化学成分の濃度差は稀釈によって生じたものと考えられる。 

C l －やS O 4
2－含量とH C O 3－含量の間には相関関係が認められないが，これはH C O 3－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６図 
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がC l －やS O 4
2－とは異なった供給状態にあることを示している。泉温とC l －含量 

やS O 4
2－含量との間には，必ずしも相関関係が認められないが，C l －やS O 4

2－を含 

んだ熱水が上昇して稀釈されて温泉水となって湧出する間において，冷却の程度およ 

び冷却のされ方が源泉ごとに異なっているためと考えられる。 

 

温泉沈澱物 

一般に温泉沈澱物はきわめて少なく，大部分の沈澱物は橙赤色で鉄質のものである 

が，これは非晶質で鉄の水酸化物とみなされる。あるいは酸化鉄の水加物といった方 

が適当であるかもしれない。この鉄質の沈澱物のなかにはごくわずかに黄鉄鉱の存在 

が認められる。この種の沈澱物中にラジウムが多量含まれているものがあり，0.67 

×10－8g /gという値が知られている。またこの沈澱物の組成はS i O 2，26.22；F e 2O 3, 

44.07；A l 2O 3，8.06；M n O，3.96；H 2O，17.93％となっている。 

この種の沈澱物のほかに鉄マンガン質の沈澱物が湧出口付近の岩石に堅く固着して 

いるものが知られており，この沈澱物にはきわめて多量のラジウムが含まれており， 

1.18～5.74×10－8g /gという測定値が知られている。またこの種の沈澱物中のR d T h  

の定量も試みられた。鉄マンガン質の土壌中にラジウムが濃縮される傾向のあること 

から考えると，共通の現象によって濃縮されるのかも知れない。 

このほか珪華および炭酸カルシウムを主体とする沈澱物もごくわずか採取されたこ 

とがある。また湧出量・泉温および化学成分の変動，温泉成分の変動は各源泉におい 

て見られるが，著しい源泉と著しくない源泉とあり，またそれぞれ変動の型が一様で 

はない。成分によってもラドンのように変動の著しいものがある。 

一般には周囲の田圃に水を入れた時期には湧出量が増大し，泉温が上昇するが，地 

表近くから地下水が混入して，この時期に逆の現象を呈する源泉もあるが，その数は 

少ない。また降雨，とくに大雨によっても同一の現象が認められる。河岸に近い源泉 

では人工的な河川水位の上昇（堰堤の構築，ダムの放水）によって，湧出量，泉温の 

上昇が認められる源泉が多いが，直接地下水の混入が起こる源泉もあり一様ではな 

い。当然のことながら，ボーリングによって得た源泉では動力用のせいもあって， 

一般に変動は著しくない。 
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Ⅲ.３.２ 東郷松崎温泉および浅津温泉 

分 布 

東郷松崎温泉は東郷池の南岸に湧出しており，東西にわたって約1k mの間に湖畔 

に見られる。湖岸からの距離はおよそ100m 内外である。源泉の数は約50でその 

うち20％は利用されていないし，また泉温が低いために浴用として利用しないで， 

他の目的に利用しているものもある。これらの源泉はすべてボーリングによって得ら 

れているが，ボーリングは一般に第四紀層のなかに止まり，岩盤に達していない。深 

さは30～100mであり，不透水層に挾まれた温泉水含有の砂層から採湯している。 

浅津温泉は東郷池の西岸突出部に密集して湧出しており，源泉数は約20ですべて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７図 
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ボーリングによって得られている。深さは20～50m程度である（第７図参照)。 

 

湧出量・泉温 

東郷松崎温泉では，湧出量は自然湧出の状態では10l /m i n 内外であるが，動力 

用によってもっと多量を採湯している源泉もある。泉温は約30～70ﾟC くらいであ 

るが，一般には50ﾟCくらいの源泉が多い。 

浅津温泉では湧出量は10～50l /m i n で，泉温は45～65ﾟC 程度である。浅津温泉 

群に属すと考えられる源泉で，湖底からボーリングによって得た源泉があり，70ﾟC  

近い温泉水を多量に得ている。 

 

化 学 成 分 

陽イオンとしてはN a ＋がもっとも多く，C a 2＋がこれに次ぎ，K ＋，M g 2＋その他 

を含んでいる。陰イオンとしてはC l －，S O 4
2－，H C O 3－の順に多い。泉質の名称は弱 

食塩泉または含芒硝弱食塩泉である。三朝温泉・関金温泉・浜村温泉註15)のような放 

射能泉が近いところにあるが，本温泉群では放射能泉と称しうる源泉は数源泉に過ぎ 

ない。 

 

主成分相互の関係 

主成分の関係を示す第８，９図をみると，東郷松崎温泉と浅津温泉とは別々の２群 

に分けた方がよいと考えられる。すなわち図中●で示した点は東郷松崎温泉，△で示 

した点は浅津温泉の値を示している。すなわち，第８図においてC l －－S O 4
2－の関係 

はいずれも正の直線相関が認められるけれども，これら２群の間には幾分のずれが認 

められる。しかしこの程度のずれは本質的なずれを示しているとは考えられない。 

Cl－－SO4
2－の関係とまったく同様な関係が，Cl－－Na＋，Cl－－Ca2＋の間にも認められ 

る。次に第９図においてはC l －－H C O 3－が負の直線相関のあることを示しており（東 

郷松崎温泉ではこの測定値ではあまりはっきりしないが，両温泉群を同時に示すのに 

適当でしかも相関のはっきりした測定値がないので， 宜上この測定値を利用した)， 

しかも東郷松崎温泉と浅津温泉群はまったく異なった関係にあることがわかる。なお 

 

註15）東接する鳥取南部図幅地域にある。 
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東郷松崎温泉群中むしろ浅津温泉群に属した方が良いと考えられる源泉が１つある 

が，これは東郷地区にある源泉で，C l －－C a 2＋の関係においてもまったく同様な関係 

にあり，地下における熱水の供給および稀釈の状態を示す一つの目やすになるのでは 

ないかと考えられる。すなわちこれら両温泉群は同一の源から供給された熱水が，湧 

出途中で化学成分の面から見た２群に分けられるようになったと考えられる。 

 

温泉沈澱物 

橙色の沈澱物が見られる源泉があるが，その量も少なく特記すべきほどのものは知 

られていない。 

 

湧出量・泉温および化学成分の変動 

東郷池の湖面水位の変動によって，湧出量，泉温および化学成分の変動が認められ 

る。また降雨，とくに大雨のときも認められる。変動のある場合の湧出量，泉温の変 

動がかなり大きくても化学成分には著しい変動は認められない。ちなみに，湖面水位 

の変動は降雨，積雪以外に橋津における海との連絡点がふさがれることによって起こ 

る場合があり，この現象は年々周期的に起こり，これに伴なって温泉の湧出量，泉温 

などの変動をもたらす。 

また当然のことながら，一源泉の動力揚水による他源泉の変動もなかなか大きく， 

影響のあらわれる時間的なずれがきわめて短い場合が多い。第四紀層から温泉水をと 

っているから，地下における温泉水の移動が起こりやすいものと考えられる。 

 

Ⅲ.３.３ 関 金 温 泉 

関金温泉は倉吉市の南西約10k mのところにあり，南方の山塊と小鴨川畔の平地 

の接するところから，北西方向の線にって約400mの間に各源泉は湧出している。 

10余の源泉は直接にはすべて風化を受けた花崗岩から湧出しており，掘さく深度は 

まちまちで1～65m である。泉温は最低38ﾟC から最高55ﾟC 程度で，きわめて温 

度の高い源泉はない。湧出量は最低数 l /m i n で最高は30l /m i n 程度である。近時開 

発の機運が強く，しかも掘さくの深度も深くなる傾向がうかがえる。含有化学成分は 

少なく，単純泉に属す。陽イオンとしてはN a ＋がもっとも多く，150m g /l前後で， 
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次にC a 2＋－K ＋であるが，いずれも10m g /l 前後の値を示している。陰イオンとし 

てはH C O 3－がもっとも多く，C l －，S O 4
2－がこれに次ぐが，いずれも100m g /l 前 

後の値である。 

関金温泉の化学成分の特色は放射性核種であり，ラドンは30Mache（約100×10－10 

curie/l）程度含まれており，この値は高温泉のラドン含量としては高い値である。ま 

たトロンの測定値もあり，著量のトロンの含有も知られている（150×10－10curie/l )。 

温泉沈澱物はほとんど見られない。また温泉成分の変動はきわめて少ない。 

Ⅲ.４ 天 然 ガ ス 

図幅地域の北部にある東郷池の北畔にあたる橋津町南谷付近には，天然ガス（メタ 

ンガス）の賦存が知られていて，かつて調査が行なわれたことがある。その調査結 

果3）によれば，地域一帯に分布する冲積層には，地表下1～1.5mに薄い含炭質物粘 

土層があり，ガス発生の起源となるものはこの粘土層であろうと考えられている。こ 

の粘土層の分布範囲は，試錐その他の資料がないために不明であるが，母体となる沖 

積層の分布が天神川下流部に限られていること，また粘土層が地表下の非常に浅いと 

ころに存在することなどから推して，大なるガス田の賦存は期待し得ない。 

Ⅲ.５ 石  材 

青谷図幅地域内の青谷町吉川南方に１ヵ所の採石場があり，“鮮新世”火山岩類に 

属する普通輝石橄欖石粗粒玄武岩を採取している。また倉吉図幅地域内の倉吉市街対 

岸に数ヵ所の採石場があり，同じく“鮮新世”火山岩類に属する橄欖石粗面安山岩を 

採取しており，またその北方の古川沢南方にも１ヵ所の採石場があって，無斑晶安山 

岩を採取している。いずれも小規模なもので，用途はおもに墓石・士台石・石垣およ 

びバラストなどである。 
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図版Ⅰ 接触変成作用を受けた凝灰角礫岩－中生代火山岩類（鉛山南方） 

玢岩・象質花崗岩など（点線で囲んだ部分）の礫を含み微細な新生黒雲母が一面に散在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版Ⅱ 接触変成作用を受けた流紋岩－中生代火山岩類（倉吉東方） 

石基は粒状化し斑晶鉱物から黒雲母（B )，白雲母（M ）が生じている 
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図版Ⅲ 象斑岩－第１期迸入岩（鉛山東方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P ：斜長石  Q ：石 英 

図版Ⅳ 斜長石石英玢岩－第１期迸入岩（福吉東方） 
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Q ：石 英  K ：カリ長石  P ：斜長石  B ：黒雲母  H ：角閃石 

図版Ⅴ 中粒～粗粒角閃石黒雲母花崗岩－第２期迸入岩（神倉東方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q ：石 英  K ：カリ長石  P ：斜長石 

図版Ⅵ 細粒黒雲母花崗閃緑岩－第２期迸入岩（鉛山西方） 
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Q ：石 英  K ：カリ長石  P ：斜長石  B ：黒雲母 

図版Ⅶ 中粒～粗粒黒雲母花崗岩－第３期迸入岩（岩倉東方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A ：紅柱石  M ：白雲母  F ：鉄 鉱  S ：尖晶石  Q ：石 英 

図版Ⅷ 紅柱石・尖晶石を含有する白雲母－石英岩（上余戸北方の中粒～粗粒黒雲母花崗岩のなか） 
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M ：白雲母  C ：鋼 玉  Q ：石 英 

図版Ⅸ 鋼玉を含有する白雲母－石英岩（上余戸北方の中粒～粗粒黒雲母花崗岩のなか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q ：石 英  K ：カリ長石  P ：斜長石 

図版Ⅹ アプライト質花崗岩－第３期迸入岩（広瀬南方） 
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Q ：石 英  P ：斜長石  B ：黒雲母  K ：カリ長石 

図版 細粒黒雲母花崗閃緑岩（第３期迸入岩中の捕獲状岩塊）（倉吉南方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

O ：橄欖石  P h ：金雲母 

図版 橄欖石組面安山岩（倉吉駅対岸の石切場） 
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O ：橄欖石  P ：斜長石 

図版ⅩⅢ 無斑晶安山岩（波関峠東方の谷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

O ：橄攬石  A u ：普通輝石  O r ：斜方輝石  P ：斜長石 

図版ⅩⅣ 普通輝石橄欖石粗粒玄武岩（吉川南東方石切場） 
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O ：橄欖石  A u ：普通輝石  P ：斜長石 

図版ⅩⅤ 普通輝石橄欖石玄武岩（小浜付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H ：角閃石（オパサイト化している）  P ：斜長石 

図版ⅩⅥ 角閃石紫蘇輝石安山岩（方地西方） 
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H ：角閃石  B ：黒雲母  P ：斜長石  A f ：サニディン 

図版ⅩⅦ 普通輝石紫蘇輝石含有角閃石黒雲母流紋岩（田郎田屋敷北方） 
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EX PL AN AT ORY T EX T 

O F  T H E  

G E O L O G I C A L  M A P  O F  J A P A N  

S c a l e  1： 50,000  

 

 

A O Y A  &  K U R A Y O S H I  

O k a y a m a,  N o s.  10  ＆  2 0  

 

B y  

M A S A R ō  M U R A Y A M A  &  A T S U S H I  O Z A W A  

(W r i t t e n  i n  1960)  

 

 

(A b s t r a c t)  

 

G E O L O G Y  

The  a rea  o f  the  Aoya  and Kuray osh i  shee t-maps  i s  l oca ted  near ly  

i n  t he  c e n t r a l  p a r t  o f  t he  T o t t o r i  p r e fec t u re,  t h e  no r t h e a s t e rn  p a r t  o f  

C hūg o k u  d i s t r i c t.  

In this  abstract,  igneous and sedimentary rocks are classif ied,  from 

the historical  point  of  view,  into (1)  Late Mesozoic volcanic rocks,  (2)  

La te  Mesozo ic  in t rus ive  rocks,  (3)  Neogene  Ter t i a ry  vo lcan ic  rocks,  

a n d  (4)  Q u a t e r n a r y  r o c k s.  G e o l o g i c a l  s e q u e n c e s  o f  t h e s e  r o c k s  a r e  

s c h e m a t i c a l l y  s u m m a r i z e d  a s  T a b l e  1.  



- 2 - 

T a b l e  1  

G e o l o g i c  a g e  F o r m a t i o n  a n d  i g n e o u s  r o c k s  

R e c e n t  A l l u v i u m ,  t a l u s  d e p o s i t s  a n d  s a n d  d u n e  

P l e i s t o c e n e  Pyroclast ic  rocks of  Daisen volcano (andesit ic t iff-breccia,
p u m i c e ,  a n d  t u f f )  a n d  r i v e r  t e r r a c e  d e p o s i t s  

T e r t i a r y  
“ Pl iocene”vo lcan ic  rocks  (basa l t,  andes i t e,  and  dac i t e)  
“ L a t e  M i o c e n e”v o l c a n i c  r o c k s  ( a n d e s i t i c  o r  r h y o l i t i c  
p y r o c l a s t i c  r o c k s )  

L a t e  M e s o z o i c  

 d i a b a s e  d y k e s  
 t h i r d  s t a g e  ( b i o t i t e  g r a n i t e ,  e t c .  
 s o - c a l l e d  O g a m o  g r a n i t e )  
 second stage (granodiorite, granite, etc.) 
 f irst  stage (gabbro,  granophyre,  e tc.)  
M e s o z o i c  a n d e s i t e,  d a c i t e,  r h y o l i t e,  t u f f,  t u f f-  

v o l c a n i c  r o c k s  b r e c c i a ,  e t c .  
Y o k a w a  g r a n o d i o r i t e  p o r p h y r i t e  ( u n k n o w n  a g e )  

Late Mesozoic volcanic rocks  are distributed chiefly  in the south-  

e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a  m a p p e d,  o n  t h e  C hūg o k u  r i d g e  a n d  p a r t l y  

around Kurayoshi  c i ty.   The main rocks  a re  rhyol i te,  dac i te,  andesi te  

and  the i r  py roc las t i c  rocks  which  a re  the rmal ly  metamorphosed  a long  

t h e  b o u n d a ry  b e t w e e n  t he  i n t r u s i v e  r oc k s  o f  l a t e r  a g e.   T he se  r o c k s  

con t inue  to  t he“ volcan ic  rocks  o f  l a te  Mesozo ic” i n  the  a rea  o f  Kuze  

sh e e t - ma p  (1：75,000)  w h i c h  i s  t h e  so u t h e r n  n e i gh b o u r  o f  t h i s  m a p.  

There fore,  t hey  seem to  be  the  equ iva len t s  o f“ volcan ic  rocks  o f  the  

l a t e  M e s o z o i c” .  

According to the description of previous works,  the similar volcanic 

r o c k s  w i d e l y  o c c u r  i n  t h e  C hūg o k u  d i s t r i c t,  a n d  a r e  i n t r u d e d  b y  t h e  

s o- c a l l e d  C hūg o k u  g r a n i t e  b a t h o l i t h.  

Late Mesozoic intrusive rocks are members of the Chūgoku batholith 

o f  l a te  Cre taceous  age.   In  th is  a rea ,  the  t ime of  the i r  in t rus ions  are  

d i v i d e d  i n t o  t h r e e  s t a g e s  a s  i n d i c a t e d  i n  T a b l e  2.  

1)  F i rs t  in t rus ive  rocks,  which consis t  of  gabbro～ dior i te ,  grano-  

M e s o z o i c  

i n t r u s i v e  r o c k s
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T a b l e  2  

S t a g e  o f  
i n t r u s i o n  R o c k  t yp e s  O c c u r r e n c e s  

F
ir

st
 s

ta
ge

 

G a b b r o～ d i o r i t e  
P l a g i o c l a s e-q u a r t z  
p o r p h y r i t e  
Q u a r t z  d i o r i t e  p o r p b y r i t e  
G r a n o d i o r i t e  p o r p h y r i t e  
G r a n o p h y r e  
G r a n i t e  p o r p h y r y  

I s o l a t e d  s ma l l  b o d i e s  c l o s e l y
associa ted  wi th  the  Mesozoic  
v o l c a n i c  r o c k s  

R a t h e r  s h a l l o w  i n t r u s i o n  
(h yp a b ys s a l)  

Con tac t  me tamorphosed  by  t he  
s e c o n d  a n d  t h i r d  i n t r u s i o n s  

S
ec

on
d 

st
ag

e 

F i n e - g r a i n d  b i o t i t e  
g r a n o d i o r i t e  

(dyke-formed smal l  bodies)  
Med iu m-gra ined  ho rnb lende-  

b i o t i t e  g r a n o d i o r i t e  
M e d i u m～ c o a r s e - g r a i n e d  

h o r n b l e n d e-b i o t i t e  g r a n i t e  
Medium-grained bioti te granite 

 
B a t h o l i t h i c  d i me n s i o n s  f r o n  

t h e  C hūg o k u  r i d g e  t o  t h e  
s o u t h  

R a t h e r  d e e p  i n t r u s i o n   

T
hi

rd
 s

ta
ge

 
(

O
ga

m
o 

gr
an

it
e)

 

M e d i u m～ c o a r s e - g r a i n e d  
b i o t i t e  g r a n i t e  

A p l i t i c  b i o t i t e  g r a n i t e  
P e g ma t i t e  a n d  a p l i t e  
Fine-grained hornblende-biotite 

g r a n o d i o r i t e,  p o r p h y r i t i c  
f i n e - g r a i n e d  b i o t i t e  g r a n o-  
d i o r i t e,  a n d  h o r n b l e n d e-  
b i o t i t e  g r a n i t e  p o r p h y r y  
(x e n o l i t h i c  s ma l l  b o d i e s  
i n  t h e  g r a n i t e)  

 
 
 
 
B a t h o l i t h i c  d i me n s i o n s  f r o m 

t h e  C hūg o k u  r i d g e  t o  t h e  
n o r t h  

p h y r i c  r o c k s,  p o r p h y r i t e s,  a n d  g r a n i t e  p o r p h y r y,  a r e  p r o b a b l y  

i n t r u d e d  s u c c e s s i v e l y  s o o n  a f t e r  t h e  a b o v e - m e n t i o n e d  o l d e r  

v o l c a n i c  r o c k s,  b e c a u s e  o f  t h e i r  h y p a b y s s a l  t e x t u r e  a n d  c l o s e  

r e l a t i o n s h i p s  i n  d i s t r i b u t i o n.  

2)  S e c o n d  i n t r u s i v e  r o c k s  c r o p  o u t  i n  t h e  s o u t h e r n  a r e a,  a n d  

c o n t a i n  s e v e r a l  r o c k  f a c i e s  o f  p e r f e c t l y  p l u t o n i c  c h a r a c t e r.  
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3 )  T h i r d  i n t r u s i v e  r o c k s  a r e  c o m p a r a t i v e l y  h o m o g e n e o u s  i n  a p-  

pea rance,  pa r t ly  inc lud ing  ap l i t i c  g ran i te  as  marg ina l  rock  fac ies,  

a n d  c a r r y  s e v e r a l  k i n d s  o f  o r e  v e i n s.   T h e s e  o c c u r r e n c e s  s u g-  

g e s t  t h a t  t h e i r  c o n s o l i d a t i o n  f i n i s h e d  a t  t h e  r e l a t i v e l y  s h a l l o w  

z o n e  i n  t h e  l a s t  s t a g e  o f  g r a n i t i c  i n t r u s i o n.  

T a b l e  3  
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T h e  i n t e r v a l  b e t w e e n  t h e  s e c o n d  i n t r u s i o n  a n d  t h e  t h i r d  

i s  n o t  l a r g e r  t h a n  t h a t  o f  t h e  f i r s t  a n d  t h e  s e c o n d.  

 

Neogene Tertiary volcanic rocks are lavas and pyroclastic rocks, the 

lower  member of  which i s  chief ly  of  rhyol i t ic  and andesi t ic  pyroclast ic  

r o c k s,  a n d  t h e  u p p e r,  a n d e s i t e  b a s a l t  l a v a s.  

Thei r  rock facies  and s t ra t lgraphic  re la t ions  a re  shown in  Table  3.  

Quaternary rocks  comprise the andesit ic ejecta,  pumice and ash of  

D a i s e n  v o l can o  t o  t he  w es t,  b e s i de s  de p o s i t s  o f  a l l u v i a l  p l a i n,  s a n d  

d u n e  a n d  r i v e r  t e r r a c e. 

 

E C O N O M I C  G E O L O G Y  

Ore  ve ins  wh ich  have  minera l s  con ta in ing  Fe- ,  Mo- ,  As-  and  U-  

e lements  are  found in  the  int rusive  rocks of  the  th i rd  s tage.   They are  

most ly  of  smal l  scale,  and are  not  worked now.   In  several  local i t ies,  

however,  Ter t ia ry  s t ra ta  enr iched in  secondary  U-minerals  (autuni te,  

e t c.)  a r e  n o w  u n d e r  p r o s p e c t 1 n g.  

T h e re  a r e  many  h o t  sp r i n gs  i n  g ra n i t e  o f  t he  t h i r d  s t a g e,  A m o n g  

the m the  Mi sa sa  ho t  sp r ing  i s  ve ry  f am o u s  f o r  i t s  s t r o n g  r a d i oa c t i v e  

c o n t e n t s.  
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